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ァクセ ントと 方 一一 目 

第一章  アクセントと は 何 か  . 

「ァク セン ト」 なる 語 は- 周知の 如く、 英.. の accL-ut より 來た。 後お は、 ド ィ ツー の Akzc3nt、 フラン ス 語の accout 

等と 共に、 ラテン語の accentus に. S 來し、 之 はまた 「言語の 音調」 を 意味した ギリシャ ヤ rrcs6i(liil の譯 語で あつ 

(1) 

た。 この 語の 語原 を たづね て その 意味の 變 遷を檢 討す る こと は 無意味で はない が、 以下の 所論に とって 非常に 重要な 

(2) 

ことで もない から 略しよう。 之 等の 語が、 現今 歐洲に 於て 如何なる 意味に 用ゐら れてゐ るか を 考察す る こと は、 それ 

より は 重要で あるが、 紙面 を 割愛して * 今 は 一足飛びに、 「アクセント」 なる 語が 國 語に 於て 如何なる 意味 をお する か 

に つ ぃて^!\ジ へ て兄ょぅ。 

この 一語 は、 現今に 於て は、 國語の 語彙の 中に かなり 安定な 地位 を 有する ものと 云へ よう。 幾分 寧 問 的な 臭味 を帶び 

てはゐ るが、 昔 聲學ゃ 言 語 票に 沒交涉 の 人々 によって 自由に 使 はれて ゐる。 從 つて 學問上 の 術語と して ffl ゐ るに は 吟 

味 を：？ >ズ する ので ある。 私 は こ の ；^li の 意味 を 大體三 つ に 分け ろ こと が 出来る と 思 ふ。 

アクセント ミ は；？ か 
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一 或單語 の 或 音節に 於 て 音が 特に 强 いか 或は 高い 現象- 

C 

ニ或孽 語に 於て 音節 問の 音の 強弱 • 高 使の 關係 が相對 的に ほビ 一 定 して ゐる 現象。 

三文 全體の 調子。 

右の 中. 一 が 最も 普通の ものである。 「この 單語は 何處に アクセントが ある」 「鼻と 云 ふ 語 は 平板 的で アクセントが 

ない」 等 は 皆 この 意味で ある。 之より 更に 轉 じて、 その 所在 を 示す 記號を 意味す る こと さ へ ある T こ の 本に はァク セ 

ント がつ いて ゐ ない」 等。 一 

二の 意味に 用 ゐられ る 事 も 決して 少く はない が、 明瞭な 意識 を 以て 使用 せられる こと は殆ん どない。 その 背景に、 

)( )  r3 ) 

1 或は 三の 意味が ぼんやり 浮んで ゐる。 音 聲學者 等の みが 之に 近い 意味に 限つ て用ゐ る。 

三の 最も 明瞭な 用例と して は、 「鹿兒 島の 或 地方の 方言 は、 意味 はちつ とも わからなかった が、 ァクセ ント が琉球 

語のに 常に 似て ゐ た。」 等。 意味が わからない 以上 一 或は 一 一の 意味の 了 ク セ ントを 比較す る 事 は出來 ない。 か、 る 意 

味に 用 ゐられ る こと も少く はない。 

歐洲に 於ても、 右に 述べた のと ほ 同様の 色々 な 意味に 用 ゐられ るの は 輿 味が ある。 

併し乍ら、 音聲舉 上の 術語と して 使用す るに は、 意味 を 限定し なければ ならない。 同時に なるべく 最も 普通に 用ゐ 

られる 意味 を 採るべき である。 故に 一 の 意味に 定める のが 穩當と 3 や はれる。 然るに その場合には、 二 を あら はすべき 

(5)  C  ) 

適 當な名 稱の缺 亡 を 感じる。 又、 佐久間 博士 以來、 音聲學 上、 「アクセント」 を 二の 意味に 用ゐる 人は少 くない。 私 はこ 

の 習慣に 從 つて、 一 般の 人々 に は 多少 目障りに ならう が、 一 一の 意味に 限って 用ね て 行きたい と a ふので ある o( 又 今：！！ 

C 


ま e も 5= ゐて來 た o> てこで. 1 及び 三に 對 する 名稱を きく 人が あらう。 一に 對 して は 「アクセントの 山」 或は 「ァ クセ 

.  ( (  (  ^7  ^ 

ントの 頂點」 がよく はなから うか。 1? 一 卽ち文 全 體の聲 の 高低 を 意味す るはヂ ヨウ ンズ氏 0.  Jones 等の 云 ふ- intona- 

tion- と 云 ふ 語で ある。 遣憾 乍ら この 語の 譯が 一定して ゐ ない。 私 は 一部の 人々 と共に 「(文の) 調子」 と 云って ゐる 

が、 「調子」 を さ tell* に當 てる 人 も ある。 「昔 調」 など 云 ふの がよ からう か。 

次 こ、 アクセント に 「强 弱ァ ク セント  一 stress  accent と 「高低 ァ ク セント」 pitd!  accent と あり、 國 語の 力 後者に 

屬 する • こと は 定說 である。 この場合の 「アクセント」 は 右に 示した 中の 二の 意味で ある。 私の 知る 限りの 方. 言に 於て、 

音の 強弱の 波 は 著しくな く、 單 語 (文典に 云 ふ ものと は 一致せ す、 實は i マ 味 を 要する) に 於て、 音節 (或は 內) の聲の 

相對的 高低 關係 がほ^ 一定して ゐる (變 化する 場合に は 一 定の 法則に 從ふ) 現象 を 認める が 故に、 私 はこの 說に黉 成で 

ある。 

强弱 アクセント を 有する 言語 では、 音の 強弱が 著しい が 高低 は 著しく な い 、 高低 アクセントの 言語 では その 逆で あ 

る、 との 考 へが、 一部の 人々 の 問に 行 はれて ゐ るが、 それ は 正しくない。 普通の 會話を 聞いて ゐて も、 典型的な 强弱 

アクセントの 言語なる 英語 や ドイツ語の 方が、 國 語より * 聲の 高低の 波が 遙 かに 著しいで はない か。 兩種 アクセント 

の 相違 は、 一 定 して ゐる ものが 音の 强弱關 係 か 高低 關係 かと 云ふ點 にある。 

兩械の アクセントの 別 は、 一般に 信ぜられて ゐる 如く、 確かに 存 すると 思 ふが、 シユ ミット 氏 A.  Schmitt は そ 

の 著 「一 I ズ アクセント 論 論究」 Untersuclmngen  zur  allgemeincn  Akzentlclire  (Heidelberg,  1924) に 方、 て そのず 

在 を Kn 定 して ゐる。 併し. 氏の 所說と 吾々 のと は 論點が 違って ゐる 故、 たと ひ 氏の 說が 全部 成立 するとしても、 吾 * 

ァタセ ント とば 何. i 


ァクセ ン トミ は 何 か 

は 何等の 痛痒 を 感じない ので ある。 或 種の 誤解 を 除く 爲 めに、 又 氏の 說には 多少 暗示 的な ものが ある 故に、 こ i に簡 

saf に 紹介し ようと S 心 ふ。 

氏 は先づ -Akzcnt- なる 語の 色々 な 意味 を列擧 する。 その 中の 所謂 「音節 アクセント」 silbenalscmt のか はりに、 

-Intolmtion- を、 所謂 「語ァ ク セント」 メ  vs-talczont、 「文ァ ク セント」 Satzakzent のか はりに -Akzeutuatis つ 或は 

-Akzontuierung- を 用ゐる こと をき めて、 該 論文で -Akzent- を ssentuatiollipfer 卽ち前述 の「 ァ ク セ ン ト 0  ^15 

點」 の 意味に 用ゐる ことに 決定す る。 氏の 論難の 矢が、 もし 吾々 に 向けられた つもりな らば、 放つ 前に 旣 にくる ひが 

生じた" 所き 1-itch  accent- の -accent- は、 前述の 如く、 氏の こ \ に 限定した 如き 意味で はない からで ある。 氏 は 

更に 績 けて、 文 又は 語の 或 部分 を 水準よりも ちあげる 手 K として、 強さ. 高さ. 長さの 三つが あるとの、 ゼ ー ルマ ン 

K. ぞ。 Imaim の 古い 說 (一 八 八 五) を 引用して、 シ a レイ ネン J.  schl.ijllou や ルス n 1>. Kcgselot によって 受璧 がれ 

た 「長さの ァク セ ン ト」 qlmutitativel-  Akzout なる もの を 許容すべき かにつ いて 論じ、 長さ は 「山」 二  ipfol では あり 

な レ. と て 、 一 fs^l 、さ の アクセント」 exspiratol-ischor  A1 ム zl-lit と 「高さ の アクセント」 musikali き her  Akzont の 二つ 

のみ を 認める。 (この 點 についても 議論 は あらう つ) 更に 論 を 進めて 曰く * 強さと 高さと は 多く 相伴って あら はれる が、 

常に さう と は 限らない から、 兩 種の ァク セン トは现 論 的に は 可能の 様に 思 はれる つ 强 さの 山と 高さの 山と が 別々 にあ 

ら はれる 時 は、 (ドイツ 等に 於て 屢々 起る 如く) それが 一 時 的の 現象で あれば、 いづれ が 主たる もので あるか を 見 分 

ける の は 容易 だ。 如何なる 場合に も 位置 を變 へない 方の 山に E をつ ければ よい わけ だから。 (こ、 で、 氏の 「ァク セン 

ト」 なる もの 力 一 時 的の 山 を 意味し ない 事が わかる 0) 所が、 ス H 1 デン， 語 や セル ビヤ 語の 或 方言に 於け る 如く、 固定し 
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た たと その： ss 困雞だ d 不可能な 場合 も ある わけ I る，^  1|眷 雷 於け る 例 如何" 《£ その 位 f 變 へな 

ぃ强 さの 「アクセント」 (氏の 用ね る 意味の つ 以下 r 」 に 入れて 示す) を 有する 言語 は 直ちに 見付かる。 ドイツ語 • 英語 

等が それ だ。 ところが 高さの 「アクセント」 の 場合に は簡 5 は 行かない。 ス HI デ S は 如何つ コ/ ヒ £( の 

所 田 ； アクセント は、 語幹 に^さ の 山が あり 語尾に ー咼さ の 山が あるが、 前者が 「アクセント」 として 感ぜられて ゐ 

る 故に、 又. 音の 强弱關 係は少 くと も 標準語 ru-icllsspra。lle に 於て は 到る 處で 同様なる にも 係らす、 高低 關係は 知 

識 階級の 間にあって さへ 地方々 々によりき はめて まち /、なる 故に、 ス HI 、、テン 語 は 高さで はなく 强 さの 「ァク セン 

ト」 を 有する と 云 はなければ ならない。 次に フランス語。 ^-s語に於ても、 ドイツ語と 同様、 聲の 高低 I は文ァ 

ク セントに よって.？ J 々に變 化する けれども、 强 さの 山 は、 それ は 保い もので は あるが、 ほとんど 位置 を變 へない。 卽 

ち フランス語 も强 さの 「アクセント」 を 有する。 他の ロマンス 語 (イク？ 語、 スペイン語 等) に 於ても 雲 は 同じ、 强 

さの 山が 一管 著しい 位の もの だ。 バルト スラブ 語 派の 中に 高さ 「アクセント」 の 言語 はなから うか。 ^名な リトヮ 二 ャ 

語で さへ、 嚴密^ 味す るなら ば、 强さ SURK も Q52 可變 的で あり 前 f 主 f 管と 云 ふ 意 

兒に、 多くの 舉 者が 一致して ゐる。 レ ウト語 も强さ 「アクセント」 の 言語で ある。 ス ラヴ； 認の 領域で 吟味の 姐 上に のぼ 

り 川.：： る は、 ス ロヴェ ー ヌ 語と セル ビヤ 語 だが、 强さ 及び 高さの 記號 のつ いた テキスト を 調べる と、 やはり 强さ 「ァク 

セント」 の 言語 だとの 結論 を 得る。 支那 語. シャム 語. ビルマ 語 は 高低 アクセント を 有する と S はれて ゐ るが、 之 等の 

雷 語の 單語 はすべ て 一昔 節より なり， 從 つて 著者の 所謂 「語 アクセント」 ン Vortal<zeut  ( 「 單語 (多音節の) に 於け るァ 

ク セントの. 點」 の 意 ) はこ、 では 問題と ならない。 次に 日本語 は 多音節の 單語を 有する から 考慮に は ひるが、 多少 

ァクセ ント. /.- は 何 か 
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特色が あると は 云へ 明かに 强さ 「アクセント」 を 有する (Edwards,  § 142  ff.)o 最後に アフリカの 言語が ある。 マ イン 

ホ ー フ IC.Meinhof の 記述に よると、 スダ ン 語で は、 聲の 高低 關係は 章： 耍 だけれ ども 「語 ァ ク セン ト」 を 形成す る はた 

らき はない。 叉、 H ン * テ マン Cli.Endemann の說 明を兒 ると、 バ ン トウ，' 語で は磬の 高さの みで 語 を 151! 別す る 場合 

が 多い が、 大切な の は、 支那 語に 於け る 如く 高低の 波で はなく して、 絕對の 高さで ある。 故に バ ン トウ ー 語の 高 ffi ァ 

ク セント は、 著者の 「高さ ァク セ ン ト」 と は 全く 別の 物 を 意味す る。 かくして 「高さ ァク セ ン ト」 は寳在 しないとの 結論 

に 達した。 理論的 考察 もこの 結論 を 支持す る。 強さと 高さと は 並び 立つ もので はない。 强 さは、 零の 點 から、 考へ 得る 

最強の 段階まで、 あらゆる 段階 を E 刖し、 後者へ 向 ふ 運動 (弱 ふ强) を ブラス、 前者へ 向 ふ 運動 を マイナス とする 事が 

出來 る。 高さの 場合に は、 考へ 得る 最高の 高さ を ブラスの 極、 同じく 最低の 高さ を マイナスの 極と する 事 は 出来ない。 

又 零の 點 なる もの も存 しない。 高低の 波の どの 部分 も 同じ 價値を 有し、 高と か 低と か 云 ふ は 純粹に 質的の 區^ である。 

所が 強弱の 波は惯 値の lei 別に 關 係して ゐる。 吾々 は 次の 點を 確認した。 SBf 語の アクセントの 頂點は 常に 强 さの 頂點で 

ある。 從 つて 高さの ァ ク セン ト なる もの は 不可能. である。 故に 强さ ァク セ ン トと 高さ ァク セ ントの 區別は 放棄し なけ 

れ ばなら ぬ。 けれども、 この 重要と された 區刖 のか はりに 新しい もの を 導き 入れる 事が 出來 る。 その 區^ は 英語と フ 

ラ ン ス語 を觀 察すれば 明かになる。 前者で は 「アクセント」 の ある 音節に 心理的 並びに 物理的な はたらきが 集中し T ァ 

ク セント」 のない 音節 は 恐ろしくな ほざり に發 昔され る。 フランス語で はさう でない。 どの 音節 もな ほざり にされ す 

平均に 強められ、 「ァ クセ ント」 の ある 一昔 節が 他よりも や、 强 めら れる 次第 だ。 前者の 如き を 「集中力 強き アクセント」 

stark  zentl.alislerendGr  Akz21t、 後者の 如き を 「集中力 弱き アクセント」 scliwacli  Nentralisierender  Alizcnt と 名 


附 けよう。 併し この 區別は 原理 的の ものではなくて 段階 的の ものである。 從 つて 兩 者の 間に ifj 繽 的な 中 ii 物の 列を考 

へ 得る し又實 在す る。 歐洲の 一一 一一 口語で 云へば、 前述の 如く、 英語と フラ ン ス語 が兩端 をな し、 ィ タリ ー 語 • ス H 1 デ ン 

語が 中 Si に 位する。 

以上が 氏の 所 說の耍 約で あるが、 氏に 從 ふと、 日本語 は 右に 持 出された 段階の 最下 點に 置くべき で、 アクセントの 

集中力 は 零に 近いとの 窜 である。 本書 を 通覽す るに、 曰 本 語に ついて 論及す る 場合に は H ドヮ ー ヅ 氏 E:  R.  Edwards 

の 「日本語の 音 聲擧的 研究」 Etude  pliondtique  de la  langue  japomise  (Leipzig.,  1903」 が 常に 提據 とされて ゐる。 

エド ヮ ー ヅ 氏の 著書 は 優秀な もので は あるが、 アクセントに 關 する 部分に 缺陷の 多い こと は 定評であって、 之 を 唯一 

の根據 にして 日本語の アクセント を 論ぜられ るの は、 だ 迷惑で ある。 本書は他の部分に於ても、1^^接の觀察ょりも、 

文獻を 通しての 考察が 多く、  g 承に 紙上の 論に 終り はしない かとの 危惧の 念を懷 かせる 點が少 くない" 

氏の 云 ふ 如き 意味の 「高さ ァ ク セ ント」 を 有する 言語が 假り にないと しても、 吾々 の 意味の 「高低 ァクセ ン ト」 を 有す 

る霄 語が 歐洲に 於て さ へ存 しない ことに はならない。 少く とも 吾々 は 日本一ば i に 於て は 確 實な實 例を兑 出す (氏 は 勿論 

日本語の この 現象に 觸れ てゐな い)。 バン トウ ー 語に 於け る 現象 も 五 S 々に 云 は せれば 「高低 アクセント」 である。 氏が 日 

本 語に 於け る この 現象 を 知ったならば、 恐らく^の 名稱で 呼べと 云 ふに 達 ひない。 呼んで も^に 差 岡へ はない。 吾々 

が 之 を 「高低 ァ ク セン ト」 と 呼ぶ の も 慣用に 從 つたに 過ぎない の だ。 

のみなら す 氏の 所論に は 首肯し 難い 點が 外に も ある。 例へば、 右の 如き アクセント 論 は、 一 つの 狹ぃ 方言の 共 時 的 

な觀 察に 极據を 置くべき で， 他方 一一 目との 比較 は 別問題で ある.' ス Ml. テン 語の アクセント を 考察す る 際に 地方 的な 差 

I 

アクセント.、 J は； |！ か  9 


ァ ク セ ント -、- は 何 か 

異を もち 出して、 しかも それ を こ の 言語に 於て 强 さの 山が 「ァ ク セン ト」 である 事の 根據 として ゐる 如き は 見當達 ひで 

あると 思 ふ。 たと ひ 氏の 所論が すべて 正しい としても、 繰返して 一- ム ふが * 日本語に 於け る 所 li アクセントなる 現象の 

存在 は、 微動 だに しない 事實 である。 

一 M 1 この 點 について は、 色んな 辭 書の 外に、 の 書な ど， せ參 照され n い。 

佐 久間鼎 「日本 音 it 學」 京 文 社、 昭和 四。 三 八 一 灵 以下 

.J.  Milr=-lzeau  ：  Lexiqiie  (le 】a  tcnllinologie  lillguislirj-c.  ral.is,  li-33. 13  ； L.iG-T 

2  r.  Siiraii : Deutsche  Vcrskhrc.  M ョ idien,  1907.  §  3.  . 

】r.  lurt:  Indogcnllaniilc  rh.all ョ latik,  Tc-il V: l)c-l-  Akzciit.  Hei 二 dacl-g,  lojp  2  2. 

J.  Marouze; ヨ： Lexiq-lc  Q&s) 13  niin,. 

oo この 意味に 限って 用ね るのに 學 者の 勝手に 過 ざな い。 「第 何 音節に ァクセ ン トが もる と 云 ふ 云 ひ 方 は 意味.^ なさない」 な 

どと 頭から 叱リ つける の は、 言語 そのものに Si する gt- 解が 足りない。  . 

4 英か S で -foreign  accent- と 云 ふ 場合の z-lcccnt- は 之に 近い 意味；！， 1 が、 更に 廣く 音の 强弱は 勿論、 「調音 基底」 basis  ~>f 

al.li(--l】：llion も 含んで 居る sf^ である。 

5 「語調」 と 云 ふの も惡く はない が、 「アクセント」 程^ ビュ ラ ー ではない し、 「語」 と 云 ふ 字が 感心し ない。 文字から 離れる 
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と、 一 i5 「アクセント」 に 劣る。 

6 この m 法ュ 欧洲の 舉界 に^ける 一部の 惯用 とも  一 ！^^する。 所謂 -stress  accent,  pitch  accent- 等 云 ふ 投合の -accent-  U 

之に 近い。 比較、 

K.  Sk-ver8:  Grundziige  Jer  ； phonetik"  (Leipzig,  1893)  s  G19 

7  D.  Jones :  An  Outline  of  English  r-honeticss  (Leipzig, さ 32)  ？ 1007 

8 佐久間 博士。 語調 ("言葉 調子 ){ 日本 音 聲學、 索引、 七 頁 } 

1 昔 聲與+ 協會。 音調、 句 調、 言葉 調子、 語調 (音 It の 研究 1( 昭和 二、、 五 四 

9 雜誌 「方言」  一 ノ エ亍 四、 ニノ 子 四-七 人 *卞 十二、 所載の 拙稿-」 あげられれ 方言。 

S 第二 章 一 六 K、 第三 章 ニニ H  一  ニ行參 照。 

第二 章  アクセントと 强調 

(1) 

「强 調」 と は、 英語の ebpllasis に對 する 音 聲舉協 會の譯 語で ある。 强 調と ァ ク セント の 關係を 考察す る こと は、 曰 本 

の學界 では 等閑に 附 せられて ゐ るが * アクセント そのものに 對 する 理解 を 深める ために も、 極めて 重耍 であると 思 ふ。 

英語に 於け る 所謂 emphasis に、 根本的に 區別 さるべき 二種の ある こと を 始めて 明瞭に したの はコ ウル マ ン氏 a. 

ァクセ ン トミ 強調 
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アクセント "、』 强 調 

(2) 

O.OWeman であった。 その 論文 Intonation  and  Emphasis " は、 國際音 聲舉協 會の機 關雜誌 Le  Mats  310- 

nOtique" の 二十 五 周年 記念の ための 論文 集 "miscellanea  Plionetica,  I  = (1914) の 六 頁より 二十 六 頁まで を 占む 

る もの である。 

氏の 說は、 以下の 私の 所論に 關 係の 深い ものであるから、 その 耍點を こ、 に 紹介し なければ ならぬ。 先づ 論の 切り 

(3) 

出しと して 曰く、 

In  considering  tlie  nr-st  of  tlie  questions  .before  us,  imiuely  tlie  meaning  cf  tlie  wcrcl empliasis,  "  we 

f llKl  tlipt  tlie  一 vcrd  hfis  Kmw  .been lu  use  to  denote  eitlie ヒ of  two  .very  different  tilings-  The  difference  tstw? 

the  two  uses  is つ vuen  once  jxniited  out)  sc  obvious  that  it  is  st-rangG  tlmt  it  slloulcl  liave  llitllcn.to  rsua- 

in さ 1 unnoticed,  as  lar  as  i  have  oeen  able  k>  discover,  by  grammarians,  logicians  and  clccuticnists.  §  6) 

かくして 多くの 例 を あげて ゐ るが、 その 中から 四 例 を 示せば、 

f3  You  n-ay  call  it  DARK  RLUE.  I  should  say  it  was  JBLACK. 

一. h)  GockI  heavens,  cliild,  wliere  have  V.OU  been  ？  You ビ e  WL-ACK. 

fa)  (rn  a lleatccl  argutneuto.  Tliat  a  fox  ？  .wby,  ^ood  licavens,  inan,  it-s  a  .WOLF. 

ーゲ) (In  telling  an  adventure).  R-igllt  in  front  of  me  stood  a  .VVOLR 

右の 文例に 於て、 大文字で 印刷した 單語は いづれ も 强調を 受ける が、 ：w と e とで 全く その 性質 を 異にする。 ^に 於 

て は、 -black-  svolt- は 夫々 -dark  Wue>  -fcx> に對 比されて ゐる. - かくの 如く、 他の 語と 對 比する 爲に、 或は 文屮の 
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特に 注意の そ、 がれて ゐる 主要 語なる ために、 その 語に 加へ る 強調 を --Fromiuence" (1* だ 拙い が 「卓立の 强調」 と 

譯 する 審 にしよう) と名附 ける。 g に 於て は、 *blacV  Volf を 他の 語と 對 比する 爲に强 調す るので はない。 「その 語 

の 意味に 幾分 恐怖の 效菜を 加 へ る爲 め」 to  add  some  effect  of  liorror  to  tlie  meaning  of  the  word である。 之 を 

"rBteusity" (うまく 當ら ぬが 「誇張の 强調」 と 云 はう) と 呼ぶ 事に しょう、 と。 かくして 氏 はこの 兩 者に 次の 如き 「定 

義」 を與 へる。 

Tlie  first;  kind  c-f  einpliasis  jnay  be  ueiiuecl  as  that  inanner  of  uttroraucs  wliicli sar に s  any  word  or 

plu-ase  as  of  WM.ffip^row.  importance  tlian  its  neiglibours.  Tliis  Idnd  of  enlpllpsis  may  .be  termed  promim}we. 

( § 14)  • 

The  other  Idnd,  wliicli  may  be  termed  Intensity,  may  be  defined  as  tliat  manner  of  utterance  wliich 

Imparts  an  added  <iegree  of  intensity  to  some  part  of  the  idea  represented  bv  a  word.  (  § 1 ひ) 

次に 兩 種の 強調が 表示され る 手段 を 考察す るに 及んで， 兩 者が 原现 的に 明瞭な 1^ 別 を 有する ばかりでなく、 表示 手 

段の 上に も 根本的な 相違の ある 事 を 明かに する。 rromiuence に 於て は、 强 謂され る 一語に 於け る、 アクセントの 頂點 

の ある 昔 節の 中 或は その後に、 聲の 著しい 下降が 必. f あら はれ. その iutcuaticn が stress よりもむ しろ m, 耍 である 

と 主張して 次の 如く 結論す る。 

For  tlie  sug:geshon  of  prowgsesce,  intonation  appears,  tlien,  to  15  practically  tlie  sole  instrument.  (  S に^) 

然るに Intensity はさう ではない。 種々 様々 の 手 はに よって あら はされ る。 

アクセントく. -强調 


アクセント w 强顏 

rlltsulticu  caimot,  however,  be  regarded  as  the  c 藝 tial  cf  hltellfying  expression-  There  §k;r  into  it 

p 1 ョョぎ 1- cf  other  factors  —  special  stress,  extra  slowness,  extra  quickuoss-  leugtli  of  word,  additioiml き rds 

rf  the  intensified  word  to  gain  attention  by  keeping  ono  -aitillg,  raises  with  the  same  object,  and 

other  devices,  suc-h  as  repetition  or  additional  worJs  generally.  (  § に. 7.} 

而 して その 色々 の 實例を あげて ゐる。 次に 英語の 文の 調子の 問題 を 論じて ゐ るが、 こ、 に は 直接 關 係がない から 略し 

よう。 

氏 は 論文の 胃 頭に 註して、 以下に 述べる 所 は 英語に 關 してで あるが、 それ は大體 ドイツ語 にも 當て 嵌まる 様で あり、 

Is に f« 究 すれ は 恐らく 今まで 音聲學 者が ： stl-ess-accent  " を 有する と 云 ひなら はして ゐた 言語に ついても 大 S 

眞 である 事が わかる だら うと 云 つて ゐ る。 

然るに、 國 語に 於ても 右の 強調の 二種の E 別が 明かに 認められ ると. 私 は 思 ふので ある )o 

「秋 は 空が 綺麗 だ」 と 云 ふ 文の 束 京 語の アクセント を 示す と、 〔T- 午ヮ T ラガ. f レ ー ダ〕 となる。 右 こ *t のつ クこ 部分 

(5) 

は つかない 部分より 聲が 高い。 併し 棒の ついた 部分が 皆 同じ 高さ だとの 意で はな いっそれ に アクセントの 山が ある こ 

と を 示した もの だ。 實 際の 發 音で は それが 色々 の 高さに なって 現 はれる。 もし 話 乎が、 「春 や 夏 はさう でもな いが 秋 は 

…… 」 と 云 ふ 様な つもりで 發音 すると、 〔ガ キヮ〕 が 卓立の 强調を 受け、 〔ァ〕 が 高く 强く 〔キ ヮ〕 が 低く 弱くな り、 兩者 

の 高さの 差が 大きくなる ばかりでなく、 〔ソ ラガ〕 〔叫レー ダ〕 の 高さの 山が 非常に 俊くなる。 〔. ^ラ ガ〕 の は 全く 消失 

すると 云って よい。 今 卓立の 强調を 左に：， を附 して 示す と 
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カキ ヮソラ ガキレ ー ダ 

は實 現された 聲の 高低の 姿が 殆んど 

,  ^ —— ) 

アキ ヮソラ がキレ ー ダ 

に くな つて 了 ふ。 (I は— よりも 聲の 高い 事 を 示す。 但し、 f. と I と を區刖 する 必要な き 場合 はすべ て— を用ゐ る) 

次に 「秋 は 天地 すべてが きれいだ が、 殊に 空が きれいだ。」 と 云 ふ 様な 氣 持で 發音 すると、 〔「ラ ガ〕 が 卓立の 強調 を受 

け、 〔ソ〕 と 〔ラ ガ〕 との 高さの 差が 大きくな り、 cr キヮ〕 と 〔キレ ー ダ〕 の 高さの 山が 著しく 低くなる 仴し 〔キレ ー 

ダ〕 つ 山 は 消失す るに 近いが、 〔r キヮ〕 の はや、 明瞭に あら はれる ことが 多い。 實 現された 高低の 姿 は ほ 丈 次の 様に 

なる 0  • 

ァ キ ヮ.^ ラ ガキレ ー ダ 

或は 叉、 「きれいだ」 と 云 ふ 語 を 相手が き、 落さない 様に 特^に 注意して 發昔 する 必要が 起った とすれば、 〔キレ ー ダ〕 

のおが 小 ザ こ. 著しく あら はれる。 この場合、 〔力 キヮ〕 の 山 は 前の 場合より もや- - 明瞭に あら はれる 事が 多く、 〔ソラ が〕 

の は 消失す ると 云って よいつ 

ァ， キ ヮソラ ガキレ ー ダ  - 

上述の 如く、 この 文の 三つの 部分 (「文 縦，? と 云 ふ) は 各. - 卓立の 强調を 受け 得る が、 その 際に 現 はれる 聲の 高低の 姿 

は、 アクセントの I 土 li もとる もので はない。 否、 アクセントの 型の 姿が 明瞭に 實 現された と 云 ふべき である。 一 々の 

音 も 明瞭に 調音せられ る" 

ァク セン トミ 强調 
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アクセント ミ强 調 

強調 を 受けない 文節 も、 著しい 高 使の 姿が あら はれない と は： U へ、 音節 問の 高 ffi 關係が 逆になる こと はない。 右 こ 

あげたす ベての 場合 を 互に 比較す るに、 一 文節に ついて 云へば 各 音節の 絕對 的な 高さ は (各個 人に 於ても) 一 定 して ゐ 

ない が、 昔 節^の 相對的 高低 關係は 一定して ゐ ると 云へ るので ある。 

誇張の 強調の 場合 は 全く 趣 を 異にする。 「だまって 坐って ゐた」 なる 文の 「だまつ て」 と 云 ふ 語が この 強調 をう ける 時 

に は、 卽ち 「だまりこんで 一 言 も 口 をき かすに (動き もせす に) 坐って ゐた」 と 云 ふ 意味 を あら はさんと して、 

广 ：  ：  ttesu  wattema.fi  tajo〕 

等と 發 音す るの を 聞く 事が屢 f ある。 この場合、 最初の t が あら はれる まで 「こえ」 のか はりに 非常に 强ぃ 「さ.， やき」 

(whisper) が あら はれる (便宜上 無聲 の. 記號 〔乙 を 以て 示した)。 d  。は 「帶氣 音」 aspirato となる 事が あり、 2, は 恐ろ 

しく 長い。 同時に 異常な 表情 や 身 振まで 伴 ふこと も 多い。 同様に、 

〔t-ama  ：  ：  3  (偶に)、 〔t3va  ：  ：  i〕 (高 い ) 

等と 云 ふ發音 もき く。 前者 は 非常に 高い 平板 的な 調子 を 以て 發 音され、 後者 は 〔タ： ^ィ〕 と 云 ふァク セ ン ト とは關 係の な 

い 音調 をと る ことがある。 東京 人が 非常に 與 奮して 〔7: ンが イシ，^ ョ〕 (〔 フ〕 を 強く 高く、 〔タ〕 をた £ 咼く) と 云 ふの 

をき いた。 「憤慨」 の アクセントの 型 は， で 所謂 「下 中中 中」 だ。 又、 私 は鄕里 (一二 fs£ 山 町) の 方 一一 百に 於て、 多く 

の與味 ある 例 を 集め e^。 〔セ li- ィ〕 と 云 ふ は 「充分」 「思 ふ^ 分」 と 云 ふ 程の 意の 副詞で あるが、 こ 3 强 M を 受ける と、 

〔セ 1 サイ〕 

の 如く この 方言の アクセントの 型と して は 許し 難い 二つの 山が 出來 る。 e も 普通の 場合より 長くなる。 形容 P に ま 
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例が 多い。 

：  ：  ini〕 

は 「とても 赤い よ」 との 意 だが (子供が よく 云 ふ)， 聲が 低く 始まって 長い ひの 終り 近くから いへ なに 上り 次の；^ へ 又 急 

に 下って 行く、 〔力 カイ〕 と 云 ふ ァクセ ント から 凡そ 遠い 音調 だ。 

〔US8U  ： ： lm」 

は、 聲が 高く 弱く 始まって その ま、 ほ^ 平板 的に 進み 最初の i あたりから 与ん に 下降す る。 やはり 广 ウス ィ- 一〕 (薄) と 

云 ふァク セン ト から 離れて 了って ゐる。 

1:7  a  =  0  ：  ：  iwa  ： ：〕 

は 〔カオ イワ〕 (靑) を 強めた もの だが、 母音 間に？ の 来る 事 は 普通の 場合に はない。 

o£ddo  ：  ：  izo〕 

が 「黑 ぃぞ」 から 來 たこと を閜 いて 驚かぬ 人は少 いだら う。 d. は r の 位置で 密閉 を 作って 生じた。 (前 二者と も、 音調 

は 〔？ akk-a::ini〕 に 近い。) 以上 形容詞の 例 は、 「薄い に」 を 除いて、 いづれ も 非常に 强く發 音され、 終りの 助詞の 部分 

で 急に 弱まる。 更に 著しい 例 をもう 一 つ。 

〔cr5s  ：  ra  ：  ：  Imoijazc  ： ： 〕 

I  (S ノ  rj  0 

は 「どえらい もん ゃぞ」 〔^ライ 7 ン ャゾ〕 の强 めら れ たもの。 音調 は 概略 的に 云 ふと、 I まで 低く 平板 的で.^ 力ら 

急に 高く 平板 的に 進んで 最後の.？ の 中で 次第に 下降して 行く。 聲の 低い 部分が 強く 高い 部分 は 弱く 更に 次第に 弱まる。 

アクセント VJRH 
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ァクセ ン トミ 强講 

以上に よって 明かなる 如く、 誇張の 强調は S 々單昔 を變じ アクセントの 型 を 毀す。 前述の など は 、纏 山 方言 

、 ノ  匸 CC 

の 音韻 體系 の 中には 見出されぬ 音 聲 である、。 この 點で 卓立の 强 調と は 大いに 相逮 して ゐる。 

之 等が、 一時的の 發 音で なく、 度々 用 ゐられ る 様になる と、 云 は^ 固定して、 その 言語の 體 系， 2 中へ 攝取 される こ 

とが ある。 I あつ ばれ」 「やつば り」 「あんまり」 「おんな じ」 「まん ま」 (儘) など は、 かくして 生じた 形で あらう。 驄 

山 方言で は 〔ァ " カイ、 ゥッ スィ、 f^l ィ〕 の 如，^ 形が くだけた き 話に は 多く あら はれ、 〔1^ カイ、 スィ、 1? ィ〕 等 は 

ノ 

や、 標準語 的な あらたまった 様な 感じ を與 へる に 至って ゐる。  ， 

誇張の 强 調の 手 S として は、 上述の 音調 ゃ强 さや 長さ 等の 外に、 コ ウル マ ン 氏の S ふ 如き、 色々 の ものが あ 今 

こ&に 一 々とく 必耍 はない が、 「まっか」 「まつ さ を」 等の 如く 接頭 辭を つける 事 や 同じ 語の 反覆 等 はよ く 行 はれる。 

京都 方言で は、 私の 方言で r ァ ッ 力 ー ィ 1- ナ〕 (赤い 花) と 云 ふ 所 を、 〔力 カイ. T カイ. T ナ〕 と 云 ふ。 

、3 ン  へ 4) 

その 性質 上、 形容詞 や 副詞が 誇： 报の强 調 を 受ける 事が 多い 様 だが、 動詞 も厦. - 強められる。 「おっこち r^」 「ぶんな 

ぐる」 等。 私の 方言で、 〔ケッ タル〕 (蹴って やる) を 「蹴る」 のか はりに 好んで 用ゐ る- その 含む 促音が、 强 調の 耍求 

に 適せる 爲 であらう。 古い 「蹴て」 に對 して、 多くの 方言で 〔ケ ウテ〕 と 云 ふが、 に 類推した もの か、 強められた も 

のか 簡單に は 決定し がたいで あらう。 

上述の 如く アクセント は、 卓立の 强 調まで は その 型 を 保存して ゐる けれども- 誇張の 强調 によって 毀され る 事が 少 

くない。 强 調に 關 係な くと も、 非常に 感情的な 會話 ゃ朗讀 .演 舌の 口調に 於て、 アクセントの 型と は無關 な 音調の 
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あら はれる 事 も 層. -觀 察される。 歌讅に 至って は、 それと 沒交涉 の 旋律 を 示す こと は. 人の 知る 所で ある。 

註 1 「音聲 の 研究 I」 五 四 頁。 

2 最近、 岩嵴民 平氏に よって 仝譯 され、 「昔 調と 强調」 と 題して、 市 河 一二 喜敎授 編輯の 「英 詰學パ ン フ レット」 (研究社 發行) 

の 第三 編 ( 一一 一 十 五 m) として 公に され.；^  (昭和 八 年 四月) の は 喜ばし い 事で ある。 

3 原文に 接し f る 人は少 からう と 思 ふから、 -、、 に は 英文の まゝ 招げ る。 譯文 に ついては 岩 崎 氏の.^ 見られれ い。 

4 コ ウル マ ン 氏の 論文.^ 請む 以前から： の點に 多少 氣附 いて ねれが、 之.^ 一  請す るに 及んで 明^な 見解に 達した。 それ は 

三年 程 前の 事で もつれが、 今日まで-、 の 見解.^ 發 表する 機會が なか つれ (卒業論文 に は 書 いてお いれ )o 發 表される 論文に 

ついては 注意， ま ら なかつ れつ である けれども、 まだ 明瞭に 說 かれれ 事.^ きかたい。 昭和 六 年 七月 四日の 音 聲 學^ 會 

の 講習 會に 於け る 神 保 格敎揆 のお 話 は、 「卓立の 强調」 に は 觸れれ が、 「誇張の 强調」 及び 雨 者の 區 別に は 及ばな かつれ。 私 

はこの 機會に 充分 この 點 强 調し れいと 思 ふので ある。 

,H 有 坂秀世 君の 論文 「音 ft の 認識に ついて」 (音 聲 の 研究^、 昭和 六) は 「卓立の 强調」 の 原理 的 考察に 對し、 多くの 說 

明と 暗示^ 與 へる ものである。 

又、 支那 語の 如き 言語に 同樣な 現象が 見出され ると 面白 い と 思って 注意して ゐれ。 支那 語に は 「m. 念」 なる 語が める-力 

之 は 昔 聲 擧 的に 云 ふと、 「語 アクセント」 と 「强 調」 と 二つの 概念 4- 舍 んでゐ ろ。 從 つて 支那の 音^ 學者汪 怡氏は 「重 音」 

Accent と nsi 」 EBPhasls に 分けて 論じて ねる (「國 語發音 學」、 上海、 民國 十五、 再。 二 四 六 節、 二 五 〇 節)。 力- ルグレ 

ン^1^  B.  I-Carlgren は 「北京 官話 發 一昔 讀本」 "レ Mandarin  Phonetic  Eeader,  in  the  Pekinese  dialect, 1th  an  introductory 

アクセント •、.- 强 調 
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iay  on  the  prolnsciation"  (upsa】a,  1917) の -stress- なる 項 (一一 一六一六 1 頁) に 於て、 -、 の 問題，^ 論じて ^3 る。" A. 

yissyllablc  and: polysyllabic  words"  (p.  3s—5i),  "  K  Affixes  and  affix  words"  (p.  s— .59) li 述べて， Q る は 、汪 氏の 

「重 音」 に當る 現象で ぁリ、 「語勢」 に 當る 現象に 三 八 H に 多少 言及して ねる に 過 Av」 ない。 汪氏ゃ 力." ルグレ ン 氏の 說 する 

所 も、 支那 語學 習に 際し 注意され る 「重 念」 も、 すべて 「卓立の 强調」 である。 「誇張の 强調」 につ いて 曾て M 建 良 先生に ぉ尋 

れ しれ-、 とが もる が、 明かに すろ 事. か出來 なかつ.；^。 

5 この 點 について は 異論が あらう。 第三 章 二八 夏 一 〇 行 以下 比較。 

6 第一 I 一章 ニニ 頁 參照。 

7 第三 草 二三 頁參 照。 

8 勿論 上品な 云 ひ 方で はない。 併し 「ベら 棒に でけ えんで ね やがら」 ほど 下品で はない。 子供な ど i  く 使 ふ， 

9 従って、 かゝる 音聲 はこの 方言の 音韻の 記述から は 洩れる でもら う。 併し 音 聲學者 は 彼等,^ 見逃さない。 一言 語の 音韻 

の 記述 的 研究と、 その 言語の 音 萆學的 研究と は、 か ゝる點 で 相違して ねる。 所謂 「特殊 音 聲學」 (國 語音 聲學 • 英語 音 聲擧 

など) と、 一言 語の 音韻 方面の 記述 的 研究と は、 混同すべき でない と 私 は 思 ふ。 

W 小林英 夫氏譯 「生活 表現の 言語 學」 (明治 圜書 株式 會社、 昭和 四) 二三 五 頁 比較。 

n 「方言」 1 ノ四、 一八 頁。 龜山 方言で は、 更に、 〔アツ 力.^〕 なる 音調が アクセント としての 資格 得 r* うとして ねろ かに 

見える。 〔アツ カイ ォテ モト〕 (赤い ぉ箬) 。小 林 氏 「生活 表現の 言語 學」 四 〇 一 頁 比較。 

山 本正秀 氏に 從 ふと、 高 知 縣土佐 郡 一宮 村德谷 方言で は、 形容詞に、 二種の 形と アクセント，^ 有する もの-か 多い 。(後者 

は 意味が 強い) L ァ カイ、 アツ.^ ィ〕 (赤)、 〔T カイ、 タツ a ィ〕 (高)、 〔r^ ィ、 アツ i7 ィ〕 (厚)、 〔^ ィ、 カツ T ィ〕 
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(堅)、 〔H サイ、 タツ T ィ〕 (臭/  〔T ガイ、 ナン パイ〕 (長/  〔ァ マイ、 アン マイ〕 (甘)、 〔シ ロイ、 シ- ロイ〕 (白)、 〔ノ 

ャィ、 ハ. -7 ィ〕 (早)、 〔叫 ワイ、 ョ， -.^ ィ〕 (弱)、 〔1^ ィ、 ァ.. ィ〕 (靑 )。 -、 の 中. 促音 • 撥音. ^含む ものの 方が、 

長 母音の もの r* リ强ぃ 感じが すると 云 ふ。 

「土の 香」 九ノ 1( 昭和 八 年 三月) の 與田左 門 氏 「紀北 地方の 形容詞」 にも 面白い 記述が 見える (六 頁)。 

S 小 林 氏 「生活 表現の 言語 學」 六 二  — 三 H 比較。 ：ゝ にも げられ た 例 は 「强 調」 のみに 關係 せる もので はない が。 

^  J.Vendryes:  Le langage  (Paris,  1921)  p. 1 さ に は、 ァラ ビヤ 語の 次の 如. V 、例が 見える。 

chilbat  (彼が 打つ) cbdbbat  (彼が 强く 打つ) Hsar  (彼が 毀す) kair  (彼が-、 な t に 毀す) 

U 金 田 一京 助 先生 r 國詰 音韻論」 (刀 江 書院、 昭和 七 年) 一  一二 四 I- 五 頁に ある 如く、 コンタ ミネ イシ ヨン も關 係して はゐる 

- 、らう。 但し、 この語は東京語で意味の强さ，^-失って近畿方言などで單に「落ちる」と云ふに相(。ぉする場合に用ねられる。 

5  -、 の 場合 U は、 「誰に 縫. 書い；^ る」 等の 〔カイ タル〕 (書いて やる) と 異な リ、 「やる」 の 意味が 稀 簿で、 單に 「蹴る」 と 云 

ふ： 近い。 〔ケ レ〕 i リも 〔ケッ タ レ〕， ^、 〔ケ 口〕 (蹴らう) ぶリも 〔ケッ タ a〕.J~ 多く 用ね る。 

6 「日本 昔 聲學」 六 七 五 莨に は 之と K 對の 意見が 述べられて ねる。 併し 民謠 等に、 その 方言の アクセントが 混す る 現象 はも 

るに しても、 獨 立の 旋律，^ 有する のが 原則で あると 思 ふ。 (一番 二番 …… と 駄詞は 違っても 曲 は 同じ だ。) 山 田 耕作 氏が 作 

a 上 アクセントに 注意 や .0 へ 圈點 筆者).^ 述べて ねられる と 云 ふが (「日本 音 K 學」 六 七 六 頁)、 それ は、 普通 作曲に 際し 

アクセントの 注意され ない こと.^ 物語る 。( 同氏 作曲の 「かられち の 花」 は 東京 語の アクセント.^ 非常に 考慮に 入れて ねる。) 

語 リ物等 は馱謠 i リは話 言葉に 近い 故、 ァクセ ント 棍ビる 割合が 大 さい。 

r  >  « ント VJKS 
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一 方言の アクセントの 記述 的 研究 

第三 章 一 方言の. ァ ク セント の 記述 的 研究 

すべて、 一方 首の 記述 的 研究 は、 その 方言の 前の 時代の 狀態 及び 他方 一一 目 (近似せ る ものにしろ 著しく 栢違 せる もの 

にしろ) と は 全く 無關 係に なさるべき ものである。 僅少で あると は 云へ、 その 間に 相違の ある 以上、 AB 二方 言の 記 

述に 際し、 A 方 首 を 中心とし 相違 點に 氣附 いた 場合に B 方言に 言及す ると 云 ふ 方法で、 一 一方 言の 記述 をす まし 得た と 

思 ふと、 思 はぬ 誤り を 犯す ことがある。 か、 る揚 合に も、 AB 各々 獨 立に 研究して 後に 比較す ると 云 ふ 方法が 理想的 

である。 

(1) 

國 語に 於て は、 どの 方言に 於ても、 「文」 を 幾つかに 切って 發音 する 事が 出来ようと 2 心 ふ。 例へば、 東京 語で は、 次 

の 文 は 次の 如く 切って 發音 する 事が 出来る。 

夢中に 一 なって 一 本 を 一靖ん んで ゎゐ/ 一  大粒の 一 雨が  一 i1 一 降り だした ので 一 驚いた 

然るに こ の 横線 以外の 所で 切る と、 一 K ひ 損じた との 感じ を 受ける。 〔ム I チュ ー 一一〕 〔ホン ーォ〕 〔ヨン デ I タラ〕 等。 

「夢中に」 「本 を」 「驚いた」 等の 如く、 それだけ は 必す續 けて 發音 されなければ ならぬ 單位 (文よりも 下位の) を、 橋 本 

(2)  (3) 

進士 口先 生 は 「文節」 と名附 けられた」 アクセント は大體 この 文節に ついて 定 つて ゐ ると 云へ る。 右に 示した 所で も 明か 

なる 如く， 文節 は 文法書に 云 ふ 「語」 (覃語) と は I 致しない。 その 主なる 違 ひ は、 「助詞」 「助動詞」 が獨 立に 文節 を 形 

成する_?^-なく、 その 前の r 體 言」 「用言」 と共に 一 文節 をな す點 である。 

從 つて、 アクセントの 觀察 は、 现論 的に は、 文節 を 出發點 とすべき である。 然るに 東京 語に 於て は、 「犬が」 「いぬ 
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(5) 

は」 「いぬ も」 「いぬの」 「いぬに」 「いぬ を」 「いぬと」 「いぬまで」 等の 文節から、 「いぬ」 の 部分が 容易に 抽象され る。 

之 を 文法 家 は 「語」 と 云 ひ 「名詞」 と名附 ける。 語の 中で も體言 は單獨 にても 文節 をな し？ むる から、 之 を 出發點 として ァ 

ク セント を觀 察する 事 は 出来る。 併し 單獨に は 文節 を 形成し ない 用言の 活用形 (例へば、 「行か」 「起きれ」 ,) につい 

て は 不可能で ある。 叉、 文節 €： の 現象と 文節の 績 する 場合の 現象と を 混同して はいけ ない。 例へば 「道にまで」 と 

「道に ある」 とは^に 考 へなければ ならぬ。 「道 十に 十まで」 「道 十に 十 ある」 或は 「； i3 に 十まで」 「道に 十 ある」 として、 

兩^ を M 列に 說 くこと はよ くない。 前者 は 一 文節で あり、 後者 は 「道に 一 ある」 と 一 一文 節より なる。 

文節 を單 獨 に發 昔す ると (それ はさ し て 不自然な ことで はない)、 多くの 方言 では、 そ の 文節 に ^：セ の聲の 高低 關係 

ある ことに 氣附 くで あらう。 それ は、 個人に 於て は、 同 一條 件の 下の 明瞭な 發 音に 於て は、 絶對の 高さまで ほ^ 一 

cb) 

定 して ゐる 様に 思 ふ。 この 高低 關係を その 文節の アクセントの 型 (ァク セン ト 形式) と 云 ふ。 音節 數の 同じい 文節 はす 

ベて 同じ 型 を 有する と は 限らない。 多く は數 種の 型が あり、 音節 數が增 す ほど 型の 數も 多くなる のが 普通で ある。 例 

へば 東京 語で は、 二 音節の ものに は (佐久 間 博士の 表記法に 從 ふ)、 

ゥシ  ィヌネ ■  n 

の 三つの 型が あり、 三 音節の ものに は、 

サ クラ  ッボミ  力 キネ  ノ キク 

の E: つの 型が ある。 一 方言に あら はれる あらゆる 型に ついて、 どの 部分が どの 様に 高く どの 部分が どの 様に 低い かと 

云 ふこと を、 ^ちその 型の 姿 を、 精密に 記載す る こと は、 设 初にな すべき 大切な 仕事で ある。 又强 さに 關 する 觀察も 

一 方 s の ァクセ ント の； K 述的 研究 
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忘れて はならない。 耳に よる 觀 察の 外に、 機械に よる R 驗も 出来れば 行 ふ。 (型の 命名 及び 表記に ついては 後に 述べ 

る。) 

文節 は、 一 つ 或は それ以上の 音節 syllable に 分つ 事が 出来る。 故に 音節の 數 による 文節の 分類 は 勿論 可能で ある。 

(7) 

併し 國 語に 於て は、 それと は 別の 標準に よって 分類した 方が、 アクセントの 型の 整理に 好都合な 場合が 多い 樣だ。 例へ 

ば 東京 語で は、 〔T ン〕 (番 )、 〔T1〕 (甲) は 一 音節に 發 音され る。 〔バ〕 と 〔ン〕 -iw は 〔コ〕 と 〔ォ〕 の 問に 何等の 切れ目 も 

感ぜられない。 然るに、 之 等 を 二軍 位より なる ものと 見做して、 二 音節の 〔. ^コ〕 と 同列に 取扱 ふと. 三者 は 皆 同じ 型 

を 有する ものと 說 明出來 るが、 さう しないと、 一音節の 文節に は 所謂 「下 型」 「上 型」 の 外に 「下降 型」 が あると 說 明し 

なければ ならす • 甚だ 複雜な 結 架を來 たす。 のみなら す、 〔バ ン〕 〔コ ー〕 を 〔ネコ〕 等と 同 樣ニ單 位と 見做す 事 は、 普 

通人の 考へ 方と も 一 致す る ものである。 和歌 等に 於ても、 「ン」 は 一 字に、 長 母音 を 含む 音節 は 一 一字に 數 へられる。 私 

(8) 

はこの 便宜上の 單位 を、 適 當な名 稲がない ので、 「字」 と 呼ぶ ことにして ゐる。 東京 語に 於て は、 促音 を  一 Si 位に 數へ 

る 必要がない 様 だけれ ども、 私の 方言で は その 必要が ある。 この 點 について は 委しい 說 明を耍 する が、 長くなる ので 

(9) 

略しなければ ならない。 

次に 「語」 を 中心に して、 文法 家の 分類に 從ひ、 「名詞 ，代名詞 •：：： 」 と 順 を 追って、 それらの 型に ついて 記述す る 事 

は、 決して 無意義で はない。 その 際、 「助詞 • 助動詞」 等の 說 明に 於て、 型 相 H の 比較と 云 ふこと に 直面す るで あらう。 

それ は 型の 姿の 記述の 際に 當然 なされた 害の 事で あるが、 こ 、では^の 方面より 吟味す る こと、 なる の だ。 例へば、 

東京 語で、 「雀」 「雀に」 「雀に も」 の 各 文節 は、 夫 々「下 中中 型」 「下 中中 中型」 「下 上上 上 中型」 と說 明せられ" 〔スズ 
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メ、 スズメ 一一、 ス^ モ〕 と 表記され る (佐久 博士)。 然るに この 三者 をよ く 比較 するならば この 表記法に 大 

きい 缺陷の ある 事 を 見出す。 後 二者に 於て、 〔ズメ 一一〕 の 部分の 高さ は ほとんど 變ら すして、 〔モ〕 がそれ 等より やっと 

低 i ぬ) 高さの 違 はない 部分 を- 「中中 中」 と 「上上 上」 で區 別し、 高さの 違 ふ 部分、 卽ち 「雀に」 の 〔ズメ 一一〕 と 「雀に も」 の 

〔モ〕 と を、 同じ 「中」 であら はして ゐる。 〔^ン パ ツヤ〕 (散 髮屋) と 〔ilj.^ ャ〕 (小 問 物屋) を 比較しても 同様な 缺 

陷を發 見す る。 かくの 如き 觀察を 進めて 行く と、 〔± クラ〕 〔.！ ヮ トリ〕 等の 第二 昔 節 以下 を 「中」 とすれば、 「上」 とす 

べき は、 〔お コ〕 〔コ^ コ〕 〔ち フス〕 等の 高い 音節、 卽ち 一音節 (實は 「字」) 卓立の 揚 合の 頂 點 のみで はない かと 思 はれ 

Q) 

るので ある C  〈3) 

叉、 _ 語 を 中 、ゴ J- して 見る と、 その アクセントの 變る 如く 思 はれる 場合が ある。 例へば、 龜山 方言で 私の 「下士 开 ilS -」 

と 呼んで ゐる ものに 色んな 助詞が つくと。 

ハ.^ (箸)、 ハ.^ モ、 ハ.^ マデ、 ハシ が、 ハ、 ン 一一 

ハ.^  (針)、 ハ.^ モ、 ハ^マ デ、 ハリ^、 ハリー 一 

卽ち、 「も、 まで」 がつ いた 時には、 「箸」 「針」 自身の 音調が 單獨の 場合と 大して 變 りがない 様に 思 はれる が、 「が、 に」 

等が つくと、 「箸」 「針」 自身 は 全部 低くな つて 助詞 だけが 高くなる。 この 現象 は 規則的で 例外がない。 實は、 右に あ 

げた 各 文節に 於て は 型が 一定して ゐ て動搖 がない が、 語 を 中心に して 兑 ると、 アクセントの 規則的な 交替が あら はれ 

る 如く 思 はれる ので ある。 か、 る點も 充分 考察して 記述す る こと は 無意義で はない。 例 は 多くない が、 二三の 方言で 

は、 語 を 中心に して 見る と、 音節 間の 高低 關 係が 逆になる 如く 思 はれる 場合 さへ ある.' 奈良縣 吉野郡 下 北 U 村 大字 佐 

一 方赏の ァクセ ントの 記述 的 研究 


一 方言の アクセントの 記述 的砰究 

6 

田の 上 西敏雄 氏の 發音 では、  - 

ァメ (飴) ァ メ"^ カメ 叫 

ゥシ (牛) ゥシ. ^^シ ？' 

H ダ (枝) IT グ，^  T ダ， ti^ 

の 様になる。 一 方、 第二 音節の 高い 名詞で この 様にならな いもの も ある。 

ァ 、、、(網) ァ ミ ガ アミ モ 

ィ シ (石) イシ ガ ィ シ モ 

ィヌ (犬) ィヌガ ィ TT モ 

雨 者 は 別の 型に 屬 して ゐる。 序に、 氏の 方言に 於け る、 二字の 名字の 今一 つの 型 を 示せば (型 はこの 三種に 限る 様で 

ある)、 

ァメ  (雨) ァ.. メガ r.  メモ 

ィキ (总) ィキガ ィキモ 

イタ-'; i^) イタ ガ イタ モ 

和歌 山 縣東牟 宴 郡 三 里 村 上 切 原 及び 同 郡本宫 村の 方 首で も 同種の 現象 を觀 察した。 鹿 兒島縣 大島郡 喜界ケ 島阿傳 (東 

條操 氏の 「琉球 方言」 の 領域に 屬す) 出身の 岩 倉市郞 氏の 發 音に 於ても (〔 ヌ〕 は 「が」 の 意味の 助詞)、 

フ， ナ (鼻、 花) フ アナ ヌ  ペル (障) .i^ ルヌ 
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ファ H (橋、 梯) ァシ IT  ファシ (箸) フ アシス 

ゥ.； ；7.( 膿み) タ、、 叫  1 ミ (海) ゥミヌ 

ヌ 77  (藝)  15r ミ.^  ヌミ (资) ヌミヌ 

の 様で ある。 oa は 霧に 云 ふと、 東京 gr 下 上 型」 より 高く 始まる 様で ある。 太い. I のつ S 部分 逢 も 高い が^ 

時に 割合に 强ぃ。 

次に 文節と 文節と S 罕る 場合に、 而 して それら を 〔；け ざまに 發音 する 場合に、 いづれ か Q 文節 sis 高 

低 關係に變 化の 起る ことがある。 その 中の 或 もの は 充分に 規則的であって、 記述 を 必要と する。 東京 語で、 「下 中 ：：： 

型」 十 「下 中 …… 型」 の連績 は、 績け ざまに 發 音され る 限り、 第二の 文節が 卓立の 强調を 受けない 限り、 普通 「下 中中 

…… 型」 の 如く 發音 される." 

力 ネガ j:^ ル (鐘が 鳴る) 

ヒノ ミノ 力 ネガ (火の見の 鐘が) 

之 等 を アクセント 記 i り S むと、 小 IQ 子 S 蒙 iss る。 〔±  、不ガ ナル、 ii  ノ ミノ I ガ〕 と 云 ふの 

が I だ。 龜山喜 で、 「下 ：：： 上 型 甲」 の 文節 は、 次に 來る 文節が 低く 始まる 時 は アクセントの 型 を その ま、 保存す 

るが、 高く 始まる 時 S 後の 音節まで f なって 全體が 低い 平板 的 一 II る。 それ は 全く 法則 的で ある." 

^ ァ. ？：ュ 乓下上 型 甲」) 十 アサ (朝 )= ァ.^ アサ 

ィ トぉ (糸が 「下下 上 型 甲」) 十ナづ (無 い)" イト ガ ナイ 

1 方 富の ァクセ ントの 記述 的 研究 


I 方 雷の アクセントの 記 Jg 的 研究 

カキ カケノ (書き かけの 「下下 下下 上 型 甲」) 十テ！ ^、、、(手： s= 力 キカケ パテ 1^ ミ 

一 一 ァ.^ (或) 十 H キ (時) "アル H 午 

イト ガ (糸が) 十 ¥ シ |( 欲しい) H イト ガ： シ 1 

カキ カケノ (書き かけの) +ゲ ン コ 1( 原稿 )= 力 キ カケノ ゲン コ ー 

但し、 (一) の 場合の 第二の 山 は 非常に 使くなる。 前述の 上 西敏雄 氏の 發音 では 次の 如きが 觀 察された。 

ゥ ノン W  (牛が) 十ォ刈 (居る )=,^ シ ガオ 刈 

ゥシガ (同) 十 クル (來る )=^ シガ ペル 

次に、 相對 的な 高 使關係 は變ら ない が、 擎獨の 場合と は 姿の 多少 變 化する ことがある。 例へば東京，_^!2で、 

:El シ ガ (牛が 「下 中中 型」) 十 T ル (来る 「上 中型」) 

は、 續 けて 發 音す る 時には、 而 して 「来る」 を强 調し ない 時には、 〔；^ シガ 列ル〕 と はなら すに 〔ク〕 が 〔か〕 と 同じ 高さで 

連なって、 

ゥシガ クル 

^4  ノ 

の 様になる のが 普通で ある。 叉、 多くの 方言に 於て、 アクセントの 山の ある 文節が 二つ 連續 すると、 いづれ の 文節 を 

も 強調し ない 時には、 第二の 山の 方が 话く なる。 例へば 東京 語で (佐久 間 博士の 表記法に よる)、 

メか 7： ル (雨が 降る) 

クマ ガタ カイ (頭が高い) 
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〔fr ル〕 〔 タ，〕 の 山 は 著しく 低い。 但し 之 は、 宮田幸 一氏に よれば 次の 如く 表記され る。 

s 喜 s  、第一 文節が I 山 浸 「上卡 型」 であっても、 第二 文 f 低く 始ま I り、 同 fli めら れる。 

ゥ シガク T (牛が 來る) 

サキ ュ ォ叫ル (先に 起きる) 

の 〔ク T〕 〔オベル〕 の 山 は 著しく 低い。 

複合， f アクセントが、 それ を 形成す る I 語？ ク セントと まして、 或は 同一の 鬵辭. 接 §1 む もの を 

互に 比較して、 I される ことがあ. _ で 併し 右に 述べ 来った 現象と、 この 際に 認められる 或 種の 一 般的倾 向と を 同列 

に I る こと S 來 ない。 前者 は 全く 法則 的で あるが、 之に は 例外が 少 くない。 複 塞の 中には、 その 形成 謹と、 

それと 曾て は 同一で あつま I とが、 形が 隨分 違って 了って ゐる爲 に、 ■ 以外の なに は、 關係 づけて 考 へられ 

ない ものが ある。 「ほのほ」 (炎) の 「ほ」 と 「ひ」 (火) と を 互に I ある ものと 感 する 曰 本人 S であらう。 叉、 そ S 

係が 充分 明瞭で も、 アクセントに 關 して 法則の ない ものが ある。 例へば、 東京 語で (神 保 格、 常 深 千 i 氏 著 「I 

發昔 アクセント^ 典」 〔厚生 闇、 昭和 七 年〕 による) 

ァテ (手 當) ァ テル (當) 

テ T7( 手 入) ィレル (入) 

一 方 雷 の アクセントの 記述 的 研究 
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XI 

一 方 一一 一一！！ の アクセント S  ； K 述的 研究 

テヮケ (手 分) ヮ T ル (分) 

テナ レ (手 慣) ナ 3- ル (慣) 

この S の もの は、 深く 研究 をす、 める と、 その 間に 與味 ある 法則の 見出される 事が ある けれども、 その 方言の 共 時 

的 記述から は 除外 さるべき である。 記述すべき は、 複合語と 單純 語との 關 係が 充分 明瞭に 感ぜられて 居. o、 ァク セン 

トに關 係す る 現象に ついては， 全く 法 M 的に して 例外が ないか、 或は 例外 は少々 あっても 非常に 顯 著な 傾向が あって、 

新しい 複合語 を 作る 際に、 定まった 規則に 從ふ ものである。 前者の 例 は、 龜山方 一一 一一 G の 
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一 オリ ト.^  (折 取る) オル トル 

(ハキ ダ.？ ？ (吐 出す) ハ.^ ダス 

の 如きで、 口語で は 全然 聞かない 様な 豪語の 複合 動詞で も、 に從 つて 發 音され る。 因みに 豪語で は 前 二 

群が 〔ト ^ ル、 ヌ ル〕 後 二 群が 〔.£ キ タス、 b ミ キル〕 とな..。。 

次 こ了ク セン ト記號 について 述べ よう。 多くの 喜 を 比較す る 場 言 一 喜に ついて 用ゐる 場合と は 別で ある。 多 

くの 喜 を 比較す る揚 合に は、 型 SS 妙 If ぁら¥爲 に、 出 f だけ 精密な も きのが よから う。 

诈し 型の flif ものであるから、 圖形 的な 記號 であら はしつ くす 事 は m 來な いから、 疆 ま 近似 を 以て 

靖 足しなければ ならな 5。 耳に よる 讓ゃ、 機械に よる i によつ 5 た 高低 SS て 補 ふの がよ い。 一喜の 記 

述 I し用ゐ るべき 記號 について は、 次の 點 I 慮に 入れなければ ならない。 先，、 つ 第一 ヒ 方言に 於て は型の數 が 無 

？ ある もので はない つ 必す親 的 少数に 限られて ゐる。 故に、 之 等の 各. - を 別 Qi を 以て § する こと は I 必 

耍條 件で ある けれども、 あまりに 精 直ぎ て li めた iltg 及ばな、 型 QS つ 5 ては^ 委しく 

說 明して、 記號 はなるべく 簡單な もの を用ゐ るが よいと 思 ふ。 例へ ば龜 山 方言 (京都. 大阪の 方言 も 同じ) では、 二字 

の 文節に s: 種の 型が あり、 は 之 を 次の 様に 表記して ゐる。 

(底) ソ T (其き ネコ (猫) タコ (S 

(「苗」 は 京都で は 〔：？ コ〕 だから 〔ハ， ル〕 (春) の 例と 取換 へれば よい) 然るに I の もの を 「上下 型」 とするなら I 一の も 

の は 「中中 型」 とすべき だとの 反對が 起る かもしれ ない。 何と なれば 霧に 云 ふと 「底」 の 〔ソ〕 は 「赋」 の 〔タ〕 より や、 低 

一 方 富の ァクセ ント の 記述： e 研究 


一 方 s の アクセントの 記 的 S; 究 

いからで ある。 「其 處」 の厂" コ〕 も 「服」 の 〔タ〕 より や、 低い から 次の 様に 記 號を變 へて 見る。 

ソコソ n ネコ タコ 

この 方言の 三 字 以上の 文節に ついても 同じ 主義で 記號を 定める。 

力 ラダ (體) ィ 口 ガミ (色紙) 

S) 

|^.サキ(鬼) 一一 ヮ トリ § 

クロン ボ (黒ん坊) 

ノ ミ モノ (飮 物) 

オヤお コ (親 猫) 

ゥ ェ シ タ (上下) 

ァ .F バ ン (朝晩) 

力 ー カミ (狼) 

然るに かくの 如く 三 段 式 記號を 使っても 充分に 精密と は 云へ ない。 例へば、 嚴密に 云 ふと 「親 猫」 の 〔ォ〕 は 〔ャ〕 より は 

や、 ® く、 〔コ〕 は 〔ォ〕 より 俚い 様 だ。 「底」 の 〔ソ〕 (中) は 「砜」 の 〔タ〕 (上) と 「其 處」 の 〔ソ〕 (下) の 中 問と 云 ふより は 

前者 (タ) の 方に 近い。 外に も 問題 はいくら でも ある。 のみなら す、 右の 表に 於て 「上」 になって ゐる 部分 は 「一字」 の 

卓立せ る 型の みに 昆出 される。 而 して、 〇〇〇 の 外に. 3D の 如き 型 もなければ、. so の 外に 〇〇〇 の 如き 型 もな 

いつ 故に、 型の 姿の 委しい 說明 は^にして、 次の 如き 記號を 用ゐた 方が 遙 かに 勝れて ゐる ことが わかる。 


チ カメ (近眼) 

タ ムレ (頑 癣) 

カラ ス (烏) 

3 ンキ (電氣 ) 
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j オノ クニ ィ 
I ャ ミ ロワ 口 

ネ I モント ガ 
コ ノ ボ' リ I ミ 


力 ラダ 

ゥサキ 

チ カメ 

タ ムシ 

カラス 

カン キ  ゥ H シタ 

ァ F バ ン 

才 1 カミ 

又 この 記號 が、 型の 姿から 非常に 遠い もので は 決してな く、 概略 的に はよ く 示し 得て ゐる こと もっけ 加へ 5 かう。 

東京 語に 於ても、 「日本 音 聲學」 や 「アクセント 辭典」 の記號 は、 右の 如き 兒 地からの 批評の 餘 地が あると ふ。 

次に 前述の 語 を 中心に して a た 文節 內の 現象 も 考慮に 入れる 必要が ある。 語の 中 體言は 常に 同 一 の 形 を 有する と考 

へられが ちで あるから、 型 S に 僅かの 差が 生す るに 過ぎないならば、 なるべく 同じ アクセント 記號 をつ ける ことが 

管し い.^  g 山 喜の C ソ 1〕 (鐘) と 〔ソ 刮モ〕 (建 も) と は 右の晨 式 i によれば、 〔レ コ〕 〔レ， コ" となる 

わけ だが、 實際 「も」 がっくと 〔コ〕 が や V 高くなる にしても、 私の 記號の 方が 勝れて ゐる。 東京 語で 「牛」 「牛まで」 は 

i ^人 博士に より 〔ゥ シ〕 〔fl.a- ヂ〕 と 表記され るが、 之 を 〔ゥ. ^〕 〔ゥ. a^. チ〕 (「下 上 型 一 を どう 表す か は 別問題で 

ある) とお 八す のと、 どちらが よい か は、 輕々 しく 論 十る 事 力 HI 來 ない 

i 方 一一 一一！！  5 アクセント 5  ：;^ 述的 研究 
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1 方 貪の ァクセ ントの 記， 述的 研究 

次に 文節と 文節と が统續 する 場合の 現象 も 考慮に 入れなければ ならない。 東京 語に 於て、 ^述の 如く、  C:J^ シか〕 

+ 〔列 ル〕 は 〔ドシ ガクヒ の 様になる。 「牛が」 を 〔ゥ T^〕、 「来る」 を 〔列 ル〕 と 表 はした 方が、 〔ゥ ル〕 となって 便 

利か も 知れない。 龜山 方言に 於て、 「下 …； 上 型 甲」 の 文節 は、 前述の 如き アクセントの 變化を 示す。 

ァ T (或) キ (時 )= アル： T キ 

ァ T (或 )+  q (國 )= ァ ル. TIT 

三段觀 によらす に ニ段觀 によって、 「次に 來る 文節が 高く 始まる 時に …… 」 と說 明した 方が 便利 だ。 

一 方言の ァクセ ントの 記述に は、 以上の 諸 點を 考慮に 入れて、 なるべく 簡明な 記 號を採 S した 方が よいと 思 ふので 

ある。 

かくして 定めた 記 號に從 つて 型に 命名す る ことが 普 通行 はれて ゐる。 了クセ ン トの說 明に 際し 便宜が 多い からで あ 

る。 高い 部分と い 部分 を 示す のみなら ば、 その 記號は 「一 一段 式」 と 呼ばれ、 その アクセント 形式 觀は 「二 dl^ 觀」 と 云 は 

れる。 この場合、 扇い 部分 を 「上」 或は 「高」. 低い 部分 を 「下」 或は 「低」 として 型に 命名す る。 「上上 型」 「下 上 型」 等， - 

上中下の 三 段階 を 示す は 三 段 式であって、 型の 命名法 は 同様で ある。 ra: 段 式 • 五段 式 等 も 可能で あるが、 國 語に 於て 

は、 それ ほ ど複雜 な 記號の 必耍 な 方言 はなさ さう に 思 ふ。 

上述の 如き 色々 の 點に關 する 記述が すんだならば、 理想と して はァク セ ン ト^ 典 を 作りたい。 之 を 以て その 方言の 

アクセントの 記述 的な 研究が 完成す る。 ァクセ ント 辭典 編藝 について 注意すべき は、 その 方言で m ゐられ る あらゆる 


—34 


s を 網羅す べき 事で あ る 。 そ の 方 首 特^ の 單語 ばかりで は 勿論 い けな い 。 普通 語 のと 111： じ 形の 單語も 記載し なけれ 

ばなら ぬ。， 女子 * 老尺. 農夫 等 使 ffl 者の 限られて ゐる S 乎 語、 使用の 稀な もの、 新しく 標準語より は ひった 事の 明かな 

もの 等々 に 註 を 人れ る ことな ど、 方霄辭 書 編 、に關 する 注意 はすべ てこの 場合に も あてはまる。 其 他、 同一 語に 二種 

類 (或は それ 以上) の アクセントの ある 時には、 意味の 差異. 使用者の 相違が あれば、 註記すべき である。 , 

なほ、 束 京 語に は 次の 如き 現象が ある。 有 坂秀世 君が、 御自身の アクセント について 發兑 せられた ので ある。 

m 一  昔 節 語の 中で 「日」 (day) は、 單獨 にあら はれる 場合に は 「毛」 「血」 (所謂 「下 型」) と 同型になる けれど、 〔ソ 

Tz- ノ〕 〔ァ d -1〕 の やうに 前に 修飾語が つくと 「手」 「目」 (所謂 「上 型」) 等と 同型になる。 

^  二 音節 語の 中で 「人」 「上」 「下」 「家」 は * 單獨 にあら はれる 場合に は、 「牛」 一 鳥」 等と N 型になる けれど * 

■ —  ゥ マヤ マ  」 

〔ァ. ：：：-：：：：-ー〕 〔キク ヒ トガ〕 の やうに 前に 修飾語が つくと 「馬」 「山」 等と 同型になる。 

かくの 如き 現象 は、 他の 方言で はま-た 發 見され てゐ ない 様 だ。 之 等 は 孤立 的な 斷片 的な 事資 で、 辭 書の 中に 記載 さる 

ベ きもので は あるが、 言語 史的に 見て 重要な ものであるから、 まとめて 別の 場所に 記して 置いた 方が 便利で あると 思 

ふ。 

尙、 最後に 附言したい 事 は、 文葷 語の アクセント について^ ある。 文章語の アクセントに 注意した 學者は 割合に 少 

(2  ) 

いが。、" 之に 全然 觸れ ない 車 はよ くない。 或 地方で 文章語 を 全然 朗讀 しないと 云 ふ 事 も 稀で あらう し、 文章語 を どんな 

音調でょんでもょぃと云ふ^5^もなからぅ。 文章語の 朗讀に 一定の ァク セン トの ある 事 は 方々 の 方言で 觀 察される 樣で 

1 方言の ァクセ ントの 記述 的 研究 
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1 方言 s アクセントの Is.is  w  w 究  ^ 

あり、 地 的 方な 差異 も 大いに 認められる。 東京と 近畿と で 非常に 遠って ゐる。 最も 確かな アクセントの 認められ るの 

は、 m 言の &々 な 活用形で ある。 「起きる」 「受ける」 に對 する 「起く」 「受 く」、 「暑い」 「白い」 に對 する 「暑し」 「白し」 

等。 之 等 は 例へば 東京と 龜 山で 次の 如く 相 遠して ゐる。 

鬼 京 ォ クウ ク  アツ シ シロシ 

龜山 ォク ゥク  アツ シ シ 口 シ 

之 等 は 口語 形の ァク セ ン トと 密接な 關係を もって ゐる。 例 へ * は 龜山方 首で は 右の 動詞 は 

口 語  文 章 語 

n8( 例 へ ば 〔T^TT〕 開)  (例 へ ば 〔r^〕 ) 

〔ォ 叫ル〕 起)  0.9" 〔ォ .^〕) 

の 如き 關 係が あり、 口語の アクセントより 文章語 形の それが 類推され る。 故に、 文章語の 形と して は 全然き いた 事が 

なくても、 相當 する 口 語形の アクセント を 知って ゐる ならば 發 音出來 る。 併し 各個 人が か 、 る 類推 が 出来る 様 になる 

に は、 文 .：； や：；^ i の 形 そのものの アクセント を 何度もき かなければ ならない i 舌で ある。 卽ち、 之 等の ァク セン，， 、-も 口  1^2 の 

と 同 傳 承に もとづく ものである" 併し乍ら、 相當 する 形の 口語に ない 場ん C に は 類推が きかない から、 文章： jTe の 形の 

發昔 される の をき かなければ ならない つ 從 つて この種の 語に は、 アクセントの 一 えして ゐる もの も ある けれども， 個 

人^の 茶し いものが 多い。 名詞 等 だと、 i^H 通 口語からの 類推が きかない から、 この 極の 動：！ と；^ 様な 狀態 である。 か 

、 る單語 に ついての 記載 は、 多くの 個人に ついての 觀察を もと し なければ ならな い 。 


^ 1 勿論 仝 部が 調査す みで はない。 

2 お 波 講座 日本 文學 「國詰 學概^  (h)」 一 八页 以下。 

, f  I では、 2? に 云 ふと、 更に 下位の S  (「語」 と は 一致し ない) ほい 5 まてね ると. ぶふべ t の の樣 である 

4 「せ々 は 文で 零ので わつ 5 で？ ので はない」 あ £J から、 文の ■ から 出發 すべさと 說く 人- i る。 ？ さは、 

S について 2 して 得お S 農 ま ss だと S れ人 さへ 5 な 併し それ は不？ わる。 なるほど ま はさせ 

言く 事 は 稀で わる。 併し 吾々 の i に， て I 表 S 形作る の は、 文で はなく して それ If て 得 

た I ス 或は 文節) 2 る。 然も、 ！表 f し 5 る s、 不明 &に發 一昔され 不充分 Li 注意され^ gss.: 非ず し 

て、 S に I され It 充分 I され； i 節の SI で 5( 有 坂秀世 5S の 置に ついて」 前 出)。 故-—、 S 

的に は、 文中 e 明， 型の S もら はれる 文節-」 つい £?-sc もらう。 S に ほ に？さ れ£^ 之に 非常に 

近い 姿.^ 示す 故に、 之に つい ズ觀 察.，. - 始める 事 も不當 ではない 

從 つて、 長い 文の 高低 曲 S とって、 それに 「おの. つから 中位の 高さが もって、 -、 れ.. リ高ぃ 方への ま、 及 ぜれょ 

リ低 い 方 へ の 下降 S 1 一方 向 への 變 化が f れて t 」 故に、 束 I の ァク ずト 三 I がさ 妻に，^ つ て I される と 

する 說 、ち 久間船 氏 「國 詰の 發 音と アクセント」 〔同文 館、 大正 八 ヒー 五 二  — 三 H) にに 同意 出 3 な.、 

5 常に 「つ ナ，〕 (犬 は) と 發音 される 様になる と-、 の S 分解 は 不可能になる。 琉 fm 附近の 3" にか、 る 例が もる。 

■  6  ほい \ 、は I がお るか あれない が、 K ぁ樣& 零る。 8 な 霞 S ましい。 sgE& 出 5 柴 

m 英生. V,, つ いて、 昭和 五：^ 五 來京帝 闹大舉 文學部 心现學 K 驗 室に 於 V 、次の 黄驗. ^試み 得 仁。 ぉ驗 機械に、 

Wirth の ヌ ehll(i<-l  一一. eiber と 一秒 K-s の複报 動.^ なす 電氣 音叉、 ま の ーョ =ぎ£ - 及び wyscgsph 等。 〔アサ〕 (i 

1 方赏 S ァク セ-. -トの 研究 
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/C  0  <y- 


第一 圆 〔ァ ¥〕  「麻 J 


第 一 躍) と 〔アサ〕 (朝、 第二 阖). ，5/ 夫々 十囘と 九囘發 音して もら 

つた。 發音は 明瞭に と 注文しても つたが、 中には 不明瞭に なつ 

れ のが 耳で も觀 察された し、 實驗の 結果に も あら はれて； S る。 

併し、 大體 於て かな リー 定 ぜん-」 する 傾向が 見える。 第二 圜 

に 於いて 一層 著し：.。： の 語に 於て は、 表記法の 如く、 第二 音節 

〔サ〕 の 母音 自身が 下降 的 音調, ^有する- 、とが 耳 によ つて 觀 察さ 

れ るが、 赏驗の 結果に も、 ほ VMji 一^ と 云 ふ 一 致しれ 下降 

的 傾向，^ 認める 事が 出来る。 

女子 や 子供と 成年の 男子と では、 絡對の 高さが 明かに 違 ふ。 

それに も 係らす、 仝く 同じ 型と 認められ るの はどう 云 ふ 客觀的 

事實 が存 する 爲 でもる か， ^研究す ろの は 興味が あらう。 〔1^ タ〕 

(肩、 東京 語) と 云 ふ樣な 語で、 第一 音節の 母音と 第二 音節の そ 

れ との 絕對的 高度の 關 係が、 同 一方 言 話す 男子 • 女子 • 子供 等 

で どうな つてね るか 等と 云 ふ點， 4-、 精密な 機械に よって §3； 驗し 

■i.!- ら 面白いで あらう。 

7 沖 n 驟^ 頭 郡 今 歸仁字 與那峯 出身の 仲 宗拫政 善 君の 方言で け、 

長 母音 •  二重母音 • 「母音 + ン」 , ^舍む 音節 も單 母音,. J- 合む 音節 
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第二 圆 〔アサ〕 「朝」 


と同樣 一 單位 として 取扱. つれ 方が-便利の 様で.？ る。 竹 m  . 那 顧 

の 方言に ついては、 大灞政 和 氏 「疏球 語の 凝視して」 (音 

1^ 學協會 書 報^  —g 號) 參 

8 之. ^「音節」 と 呼べ-は Syllable に對 して は 別の 譯語， する。 

一音 聲學に 云 ふ Syllable は 之と は： 別の）^ ので ある" 母 昔が 如何 

に 長く 引かれても、 强 さや 高さの ハ<= が出來 ない 限り、 音 聲舉上 

では 一つの Syllable  ^形成す る。 

9 母音の 無萆 化ゃ脫 落に つ いても 說 くべ さ-、 と は 多 いが 略す る 

S 宫田幸 一氏の 例，^ 拜借 する。 「昔 It の 研究」 E (昭和 五) 二 五六 

頁。 もしも 博士が 〔ス ズ メ 一一  モ〕 と 表記され るなら ば (その 疑 は 

ないでも ない 。「日本 音 嚴學」 五 五 〇 頁 十 1 行 以下 比較。) 同 一 の 

型に 對しニ 稀 類の 表記法 > せ 用ぬ る-、 とになる。 「雀に も」 と 「小 

尾 間 物」 r コ ャ〕 とが 仝然 同じ 型に 屬 する 事 は 東京 人な 

る 有坂秀 世 君に r* つて 明 ーーほ されて ゐる。 非 東京 人なる； 4 が觀察 

しても その 樣に思 ふ。 

U 「音 聲の 研究」 M  二 五三 頁 二 〇 行 以下 比較。 有 坂 秀世君 も 同意 

見で ある。 〔ス ズ メ 一一 〕 の 〔ズ メ  二  〕r* リ 〔ス ズメニ モ 〕 の 〔ズ メ 一一 〕 


一方 s の ァクセ ント の； K.f? 一 的 究 

の 方が ％ 、つて 高く 感ビら れる： との もる のに、 低い 〔モ〕 との 對 比に. f* なので はな にかと 思 ふ" 機械に よる 情 密な赏 驗が望 

まし - 0 

リ 义、 所謂 「下 中型」 (飴) と 「上 屮型」 (雨) -」 の 第二 音 is は 同じ 高さ (中) と は.？ i みられない。 後者の 方が やっと 低、、。 傅 

士の 示された 高低 曲線 も その-、 と 物語って 7} る。 博士が 「上 中型」 につ ぃズ のみ 「-、 ゑと め」 s^ti ョ mabsriz の 前に あら は 

れる， 樺の 低 ド.！ -問 S3 に られる (R 本音 聲學、 四 一 五 百) の は 諒解に 苦しむ 3 「锡」 〔h7 トリ〕 と 「幅- ii」 「-. ^—モリ〕 との 

「屮」 とされて ゐる 部分む 後者の 方 が ずっと 低い。 

2 色 山 方言の の名稱 につ いてに、 「方 fir -」  一 / 一  の 拙稿 一 五 頁 以下 參照。 . 

U 之^^〔：^ シ ケ.^ ル 〕 或は 〔ゥ シか. T ル 〕 等と 表記して 注意，^ 加 へ ず に^くと、 近畿 人 等 は 非常に 逮 つ；^ 發 音ん す る Is. れ がみ 

る 0 

.^ 同時に 表記法の 如く、 第二 文節で は &に の 下降ば； リリ あらにれ ると 觀 察されて ねる (音 聲の 研究 I 一  八 K 以下)。 有 坂秀世 

君む 同意見で ある。 

^  二八 K 五行 參照。 

ひ 例へば 「日本 音 I 降學」 第 十六 章 四 八。 

W 山 ra 武太郎 (美妙) は 「日本 大 (き «」 (明治 二十 五 年 第一 版) の附錄 「日本 音 ^ii」 に 於て、 この 點に S1 する 委しい 觀察ズ どし 

てゐ る。 〔に.：^ ル〕 ミ キル〕 等に 佐久間 博士の 「式 保存」 とに 逆の 腿 体 ズ£ポ す。 「飛ぶ」 「乘 る」 は 共に 平板 式、 「ぬむ」 

「切る」 に 共に 起伏 式 でんる。  ， 

^ 京阪 地方の 方 首の アクセント,^ 示す に、 〔力 ラダ、 ゥ サギ〕 の 如き 表記法の 川 ねられる-、 と. かもる が、 之に 許す ベから ざ 
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ろ缺？ E ブ A, 蔵す る。 〔ゥサ T〕 (或は 「スズ .^〕) は 叫 K に 〔カラ，々：，^ リ 低く 始まる。 

S  S 方言に は、 「起き る」 ほ" ル、 ォ"、 ォ さと 一 i ァグ セン、 、き 一の も S 養 S られ、 第一 

での は老 た、 £ー の あは 子供に 多い と云 へや フ。 方せ ニノ  S の 拙稿 一三 Kl。 

n  sif. 三甚， 秦 と同樣 に、 SS に si 「下 中 I」、 修飾 P つくと 「下 上上ぎ になる。 0 

倒 的： te ふ 「5&〔. ^ガ〕 だが、 「 .：： しれ 所が」 とい ふべ t ラ S お V の だ から だら- 1 の 事で な。 

EE 武太郎 の 「日本 甚論」 (前 出) に は SS に 於け る、 扑 上奥 本 氏 「s 地方の アクセント」 (墓の SI) に I- 

氏の ぶー H に 於け る、 文章 詰の アクセントが 記述され てゐる 

3 祌保 f 校の 「ァ タケ ノト 不確」 である。 「國霞 本の 發音 と アクセント」 (£閣書 店、 i  S 「本書の s」 一 r 


第 四 章 諸方 言 の アクセントの 比較 研" ザ 

一 一 つ 以上の 力. 官の ァク セン トの 比較 研究に は 一 一 つの 行き方が ある。 

1 つ II 的？ 文節の 意味から 全然 離れて、 ，塞 現象の み を 比？ る。 型 s、 文屮 に 於け る そ の 

震の され 方、 ism  I き I など、 第二 寶び暨 管 述べた， の i につい 

て 比較 研究 をす る。 m 京方 1〔.：：ミ〕(5 と 京都 方 曾の 〔パ、 、-. 〕§ と は 型の 姿が 非常に 似て ゐる。 5 小の 〔に シ〕 ハき 

と 京都の 〔ハ .^xio と はや、 違 ふ、 など 云 ふ はこの 種の 比較で ある。 

饍方赏 の アクセント. S 比， g 研究 
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他 は 一！ 一一 口語 史的で ある。 この場合に は、 語の 音韻と 意味と が 常に 關係 づけて 考 へられ、 語から はなれて アクセントの 

型が 問題と ならす して 或 語が 如何なる 型 をと るかと 云 ふ點に 注意が 集中す る。 

二つの 方言が、 昔 韻. 意味の 點に 於て 相違して ゐ るなら ば、 雨 者が 同一 の 祖語から わかれて 年代の たった こと を 示 

す。 祖語に 於て 同一 の 語であった ものが、 兩方 一一 ー曰 或は いづれ かの 方言に 於て、 その 昔 韻 或は 意味 或は 雨 者が- 寺. C の經 

過と 共に 變 じた 爲に、 かくの 如き 相違が 生じた ので ある。 而 して、 かくの 如き 變遷が 生す る 場合に、 それ を攪亂 する 

力の 妨げない 部分に 於て は、 昔 韻 はき はめて 規則的に 變遷 すると 云 ふの が、 歐 米の 學界に 於け る定說 である。 

二つの 方言 を 比較して、 同じ 意味 或は 近い 意味 を 有する 語に 於て、 A 方言の ^ なる 音韻が B 方言の. S なる 音韻に 規 

則 的に 對應 する こと を發 見した とする。 すると、 祖語の 音韻 X が A 方言で は 5- によって、 B 方言で は。 によ？ て 代表 

されて ゐる 事が わかる。 かくの 如き 音韻 對應の 規則 を、 言語 舉で 「音韻 法^」： Lautgescz と 一-^.^ 《。 

アクセントの 型 も 昔 韻と 同等の ものであるから (廣義 の 「音韻」 の 中に 含まるべき である)、 同様な 「法則」 が 見出され 

る わけで ある。 國 語の 諸方 言に 於ても アクセントの 型の 對應の 規則が 見出され fi。 かくの 如き 「法則」 を 見出さん と 

する は 的 を 以て、 比較 研究 を 行 ふこと が 出来る ので ある。 

か、 る 研究に 於て 注意すべき 事 を 述べよう。 右に 說 いた 所に よって 旣に 明かで ある 如く、 比較 さるべき 語 は、 各方 

言に 於て、 祖語より 直接 受繼 いだ もので なければ ならない。 祖語から 分裂した 後に 他の 言語より 輸入した や、 他の 

方言より とり 人れ た 語 は、 除外し なければ ならない。 か、 る 意味で、 琉球 方言と 本州 方言と を 比較す る 場合に は 漢語 

つ 4) 

を 除外すべき である。 本州 方言 內の 比較に 於て は- 事情が 複雜 だから 簡單に は 云へ ない が、 少く とも 別にして 考察し 
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た 方が 安全 だと 思 ふ。 近畿 方言 *屮 部 地方 方言 *關 ^方 一一 一-口 等の 如く、 地續 きの 地域に 行 はれて 居り 、古来より 交通の 盛 

ん こ サ はれた 地方の 方言 を 比較す る 場合 になる と、 単一 の 貸借い しかった 事 が 想像 される にも 係らす >  その 關係を 

明かに すべき 望み はき はめて 少ぃ。 故に この場合に は 比較 研究が 非常に 困難 だと 云 ふこと になる。 併し乍ら. 實 際に 

比較 ノて 11- ると、 日常生活に 關係 深く 顆繁に 用 ゐられ る 根本的な 單語 (殊に 動！ i) に 於て は、 隨分 明瞭な 型の 對應關 係 

が 見出さ ハ^) る。 私 はこの 事實 が、 根本的な 單 語は貨 借され る ことが 比較的 少 かった 事 を 意味す る ものと 解釋 したいの 

である。 これに 反し、 型の 對應の 例外と なる 語 は、 他方 言より 輸入 V 廣義) された との 疑 ひが 濃厚で あらう。 

次 こ、 類推に よって アクセントの 變 化する ことがある。 束 京 語の 〔jl チル (落)、 ケル (受 )、 ：2. ケル (掛 ). .1 テル 

(立)〕 等 は、 Is 山 方言で は！ 一 sa  〔ォ T ル、 ゥ T ル" 力 T ル、 ク T ル〕 だから、 この場合に は、 東京 語の 「下 上 中型」 に龌 

山おば の 「下 上下 型」 が當る 様に 思 はれる。 然るに、 この 方言に は 老人 的な 發 音に、 〔ォ チル、 ゥ ケル、 …… 〕 と 云 ふ 

ァクセ ントが あり 、近畿 ァ ク セン トの藤 史的 研究 や 土 佐 方 13 と 比較す る と、 束 京 語の 「下 上 中型」 に對應 する もの は 右の 

？ ) 

「.：： 下下 型」 で、 「下 上下 型」 は 他の 活用形に 類推して 出來た 形で ある こと を 知る。 朿京語で疑問をぁらはす語は^^^ー  字 

がすべ て 高い。 〔め レ、 . ^レ、 T 一 一 、 コ、. ^ッ、 .^1、 T ゼ〕 等。 趣 山 方言で は 〔d、d> ナ  一一、 * トコ * イツ、 

ナぜ〕 である。 龜山方 首で： 午 板 型の 語 は 恐らく _s ^京： おで も： 午 板 式だった ので あらう が、 その他の ものが 第一 音 

節に m 點が あるのに 類推して かく 變 化した ものと 考へ られ る。 

叉、 方-; m によって は- 音節の 構造 ゃ稷 類に よって 或 種の 單 語の 型が か はる 事が ある。 か、 る 場合に も、 出來 るなら 

ば、 一 兀の型 を 明かに しなければ ならない。 例へば、 柬京 語で は、 〔. ^ェ ル (歸 ). ^ェ ス (返)、 ト ー ル (通)、 ト ー ス I 

諸方 一 ー|ー1 の アクセントの 比較 研 


諸方 言の アクセントの 比， 权 研究  4 

(通)〕 であるが、 El: じ 系統の アクセント を 有する 他の 方言の 形と 比較す ると、 〔力 7 ル、 力.？ ス、 ト^ル、 ト 1^ ス〕 と - 

云 ふの が 古い 形で、 東京 語の 今日の ァクセ ント は、 之 等の 語が 一 一 重：： K 靑 . 長 母音 を 含む やうに なった ために 出來 たの 

(8) 

だと 考 へられる。 (中部 地方. 中國 地方の 或 方言で はこの 様な ァクセ ントを 保； して ゐ る。. -大原 孝道 氏に よると、 島根 

縣松. 江の 方霄 では、 「ィ列 昔、 ゥ列 昔」 は アクセントの 型に 特殊の 影響 を與 へる。 氏の 表記法に 從 ふと、 

(レ タイ (痛) レ タカ" タ 

【サ. T ィ (塞) サ ム 刮ッタ 


(は モイ (重) 

【：5- ルイ (輕) 

お マ (鎌) 

ホ ネ (骨) 

ーゥ ミ r 

(網) 

、レゼ (風) 

一 i. ナ (鼻) 

jil シ (牛) 

, クビ (首) ； 


才 モカ 

カル 力 


力 マガ 

ホ ネガ 

ゥ ミ ガ 

ァ ミ ガ 

カゼ ガ 

ハ ナガ 

ゥ シ ガ 

ク ビ ガ 


タ 

力 マ モ 

ホネモ 

ク ミ モ 

ァ ミ モ 

カゼ モ 

ハ ナ モ 

ゥシモ 

クビモ 


母音の 無聲 化の ために ァ ク セ ントの 頂點の すれる ことがある。 か、 る 現象に も 注意し なければ ならない。 

第一 ！ 章に 述べた 如く， 誇張の 强調 によって ァ ク セ ン トの變 化する (卽ち 一 時 的で はなく」 事が ある。 かくして 出來た 

アクセント は 除外し、 リ ：： い アクセントが；！： 時に 行 はれて ゐ るなら ば、 その 方 を とらねば ならぬ。 

右に も 少し 鶴れ た 如く、 歷&- 的 研究に よらなければ、 右に 述べた 諸點を 明かに し 得ない ことがある。 叉 之に よって 

その 方言の アクセントの 型の 變遙 (軍 語の アクセントの 孤立 的な 變 化に 非す して) を 明かに なし 得る 場合 も ある。 故 

可能なる 限り 歷ぉ的 研究 を 試みなければ ならぬ。 併し 〔教 際に 於て は、 闽語の アクセントの 史的 研究が、 近 幾 方言に 

於ての み 可能ら しき は * 殘 念な 次第で ある 。勝 史的 研究 法 について は 近く^の 場所で 評說 する ことにな つて ゐ るから、 

今 は 省略に 從 ひたい。 

木 州お：；： リ r での 比較 研究に 於て は、 それほど 例が 多くない 様 だが、 琉球方 首と 本州 方ず と を 比較す ると、 語原の M 

じ；^!iにして意味までかなり相逮してゐるものがぁる。 か 、る もの は 昔 韻 法則と ァクセ ン トの 法則に よって n: 1 ； 原な 

る ことが 證明 出來、 逆に 意味の 變 遷に關 する^ 察に 參考 となる ことがある" 沖繩 縣闕 頭 郡 今お；： 字 與那峯 方言で、 「突 

く」 の 意味の 励； は し〕、 「拔 く」 の 意味の は 〔1.55 ョし〕 である。 音 法 と アクセントの 法^ は、 者 は 

京 語の 「拔 く」 に、 後者 は r 脫ぐ」 に當る 動詞なる 事を證 して、 一 點の疑 ひ を も 許さない つ 併し、 かくの 如き 揚 合に は、 

兩 者の 同 一 性 を 認める 迄に 時 問の か V る ことがある。 

右の 比較 研究 は、 第二 章に 述べた 如き 完全な 記述 的 研究の 出 來てゐ る方赏 相 冗の におて する のが 理想で ある けれ 

ども- 多くの 方せ：！ を 比較す る 場合に は、 各方 首に 於て 完全な 記述 を る こと は 望み 維い。 叉、 後世に發達した^^^^叫の 

方 S のァ々 セ - ノトの 比 IS 研究 
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アクセントに 關 する 知識 は、 か K る 比較 研究に は必耍 でない。 故に、 なるべく ひろく 备 方言に 於て 祖語から その ま \ 

受糙 いだ 形で 使用され てゐる 比較的 少数の 語 を 選び、 それ 等の 語の 各方 言に 於け る 型 を 比較す るの が 簡便で ある。 0 

語から 受繼 いだ 形の 生^せる 地理 的範 園の 狭い 語. 或は、 ， 柳 田國男 氏のお 使 ひに なって ゐる 術語 を拜借 すれ-よ 「方言 

广 y) 

量」 の 非常に 多い J1i、 について は、 諸方 雷の アクセントの 比較 研究 は 不可能で ある。 言語 地现舉 的に 調 杏す る 場合に 

も 限られた 數の單 語に よらなければ ならぬ 故、 こ の點を 考慮に 入れて 單語を 選-はなければ ならない。 卷 末に、 ？ i4 の乏 

し い 經験 からこ. わ 種の 研究-に 持 出さ る ベ き單語 であると 考 へる ものの 表 を 添へ て、 方言 調査 者 の 御 參考に 供したい。 

それ 等 は 私の 知る 本州 方言 に 於て も 生き て 居り 琉球 方言に も存 する もの を 選んだ ので あるが、 九州. 柬北其 他 の 方言 

に 於て は 使用され ない ものが あるで あらう。 大方の 御 指敎を 仰ぎたい。 なほ、 これ だけの 語の アクセント を 知り 得た 

ならば、 その 方言の アクセントの 系統に ついて、 大體の 概念が 得られようと 思 ふ。 . 

上 述 の 如 き 言 語 史 的 比 較 研 究 を め て 行 く と 、 對 應 す る 型 の 姿 が ほ ん の 少 し 招 遠 し て ゐ る に 過 ぎ な い 場 合 も ぁ れ ば 

非常に 遠って ゐる 場合 も ある 事 を 見出す であらう。 私の 今までの 經験 では、 本州 方 首に は 多種多様の ァ ク セ ントが あ 

る けれども、 之 を 二 大別す る ことが 出來る 様に 思 ふ。 その 各 f の 中には. 色. - の變 種が 認められ るが- 兩者 の 著し 

ぃ相逮 點は嚴 然と 保^されて ゐる。 (この 點は、 昨 S 大和 吉野 地方 及び 熊 野 地方の 方言 を 調 杏した 際に、 一 曆赌感 した。 

今 こ 、に チぷ しくへ？^" 明す る 暇の な いのは 遺憾で あ-る。) この 一 一種の ァク セント は、 一 般に は、 「關 おの 了ク セ ン ト. 關 西の 

了ク セント」 と 云 ふ 漠然とした 名稱で 呼ばれて ゐ るが、 資は その 分布が 複雜を 極めて ゐ るので ある，^ 今 「關 東の ァク 
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セント」 の 代表と して 東京 語の それ を 選び、 「關 西の アクセント」 の 代表者た る 近畿 アクセントと 系統 を 同じう し 且つ 

一 曆古形を保^^する高知のァクセントと比較しょぅ。 後者 は 高知縣 土^ 郡 一宮 村 (高 知 市 郊外) 出身の 山 本正秀 氏の 

發音 による 0 

一字の 名詞。 高 知 (と 略稱 する ことにする) に は 三つの 型が ある。 助！！ 「が」 がつ いた 場合に * 一  名詞と 助！ 1 とほ e 同 

じ 高さで 共に 比較的 高くなる もの。 ^ (蚊が) 二 名詞が 低く 助詞が 高くなる もの。 ナガ (菜が) 三 名詞が 高く 助詞 

が 低くなる もの。 1： ガ (名が) 朿 京に は 二種の 型が ある。 「下 型」 と 「上 型」 (型の 名稱 及び 表記法 はすべ て^ 久問博 土 

に從 ふ)。 型の 對應 は、 高 知の 一 の 型 は 鬼 京の 「下 型」 に、 二の 型 は 「上 型」 にあた る。 n 一の 型に 屬 する 語 は、 東京で は 

(  C  C 

「下 型」 「上 型」 兩方 になって ゐる。 

蚊 血 名 餌 木 根 

高 知. カガ チガ ナガ ェガ キカ ネガ 

東京  力が チが ナが ェが キが ネが 

二字の 名詞。 高 知に は i: つの 型が ある。 一 第一 字と 第二 字と ほぐ 同じ 高さで 共に 比較的 高い もの。 助詞 「が」 は ほ r 

同じ 高さで 續 いて 全く 平板 的な 文節 を 形作る。 (飴) r^。  二 第一 字が 低く 第二 字が 高い。 助詞 「が」 は 第二 字 

より や、 高く 述 なり、 「下 中 上 型」 の 様な 文節 を 形作る が、 第二 字 はむしろ 上に 近く、 概略 的に 次の 如く 表記す る。 ァ 

H (跡) ァ x^。 名詞が 長 母音 語なる とき は、 むしろ キ 3  1.^  (今 曰が) に 近くなる。 三 第一 字が 低く 第二 字が 高い 

(第二 字 は 二のより や 上 € い)。 助詞 「が」 がっくと 「下 上下 型」 の 文節 を 形作る。 ァ.^ (秋) ァ. T ガ。 g: 第一 字が 高く 第二 

SS 方  <1 ほの アクセントの 比. awl^ 


讓，ー其のァクセ ントの比^^:研！！- 

字が 低い。 助詞 「が」 も 低く 績く。  T シ (足). r シガ" 之 等を备 f 次の 如く 呼ぶ こと、 する。 一 上上 型、 二 下ト： 型 中、 三 

下 上 型 乙. 四 上下 型。 東京に は 「下 中. 上 中. 下 上」 の 三つの 型が ある" 型の 對應 は、 

高 知  東京 

上上 型  下 中型 

下 上 型 甲 1  i 

 上 中型 

下 上 型 乙 一 

上下 型  下 上 型 

語 例 を 示す と、 

高 知  東 京 

ァ メガ (始 )、 ゥ シガ (牛)、 H.^ (枝) ：… .J:- メが、 シが、 JL グガ 

アト ガ (跡)、 ィキ. ガ (息)、 タミ ガ (海)  丁ト が、 ィキ が、 ゥミガ 

ァ叫ガ (秋)、 ァ パガ (雨)、 ォ T ガ (桶) …… F- キガ、 カメ ガ、 . ^ケガ 

TT シガ (足)、.^ ヌガ (犬)、 ウタ ガ (歌)  ァ シガ、 イス ガ、 ウタ ガ 

三 字の 名詞。 三百 六十 語に ついて 調 木：^ した 所に よると、 高 知に は 五つの 型が ある。 概略 的に 表記 すれば、 一 ァ イダ， 

(間)、 ニァ. (菖蒲)、 三 マ (頭)、 四 ォ.？ -ャ (母屋)、 五ァ —サヒ (朝日)。 之 等 を 次の 如くよ ぶこと、 しょう。 一 上 


上上 型、 nv- 上上 型、 iTf 上上 下 型、 四 下 上下 型、 五上 下下 型。 東京 語に は 「下 中中. 上 屮屮. 下 上 中. 下 上上」 の ra: つの 

型が ある。 型の 對應關 係 は、 例外の 語が 一 翳 多くなる ので、 明瞭に はわから ない。 「上上 上 刑 十 下 上上 型」 の 語 は、 大 

部分が 「下 中中 型」 に、 「上上 下 型」 の 語 は 約 三分の 二が 「下 上上 型」 になって ゐる。 然るに 「下 上下 型」 及び 「上下 下 型」 の 

語 は 次の 様で ある。 

下 中中 型 . 二 〇 語 

一 上 中中 型 一 九？^^- 

下 上下 型、 五六 語  . 

下 上 中型 二？^ 叫 

t 下 上上 型 一 五？^ i 

へ 下 中中 型  一 ralfli 

) 上 中中 型  一二 語 . 

上下 下 型、 六 一 語 

一 下 上 中型 一 五 語 

^ 下 上上 型 一一 語  , 

となって ゐて 混沌た る狀 態で ある。 之 は、 山 出 美妙の 「日本 大辭 書」 の 中より、 和語に して 比較的よ く W ゐる もの を、 

すっと 以前に 無 標準に かきぬいて 置いた ものに ついての 統計で あるから、 前述の 如き 色々 な觀點 から 吟味 を 要する で 

あらう。 東京 語のと 同 系統の ァク セ ン トを 有する 廣島縣 安佐 郡 中原 村 字 中 野 (澤 野武馬 氏) の 方言に つ い て 調べ 得た 語 

と 比較す ると 〔便 s 上 こ の 方言 の 型の 名稱は 東京 語 のと 同じ もの を用ゐ る。 語 例が 少く なって ゐ るの は、 鹿兒. &縣大 島 

諸方 言の ァクセ ントの 比 研究 
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下 上下 型、 二  ra; 語 


諸方 雷の アクセントの 比 law; 究 

郡 喜界ケ 島阿傳 方言に 於て 見出されな いもの を 多く 省いた からで ある。) 

中原 東京 

( 下 中中 型  ニニ  一一 

上 中中 型  八 二 〇 

下 上 中型  三  一 

/下 上上 型  〇  二 

ヽ下 中中 型  八  七 

上 中中 型  〇  六 

下 上 中型 ニー  三. 

ズ下 上上 型  1  五 


上下 下 型、 


語 


「上下 下 型」 の 語に 中原 方言で 「下 上 中型」 になって ゐる ものの 多い のが 目立つ。 東京 中原 兩方言 とも、 「下 中中 型」 の 語 

の 多い のが 注意され る。 動詞 や 形容詞の 場合より 類推す ると、 高 知の 「上下 下 型」 は 東京の 「下 上 中型」 に對應 する もの 

の樣 である。 語 例 を 少し あげる。 


高 知 

カタ チ 

サ クラ 


形 

櫻 


東京 

カタ チ 

サ クラ 
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クル マ 

ゥサギ 

ハ ダカ 

力 ガ ミ 

カタ ナ 

カム ト 

ムカシ 

ゴ ゴ B 


車 

兎 


ル マ 

^サ ギ 

ダカ 

力 力 ミ 


刀 

、し 

ナ 


カタ ナ 

カブ ト 

ムカシ 

ゴ n  口 


チカラ 


チカラ 

二字の 動詞。 高 知で は、 上上 型 か 下 上 型 甲 かに 屬 する" 〔.^ル〕( 居) の 一語の みが 上下 型で ある。 東京に は 「下 中 • 上 

中」 の 二種の 型が ある。 上上 型が 下 中型に、 下 上 型 甲が 上 中型に 對應 する。 語 例 を擧げ る。 


賣 置飛乘 

高 知 ウル • オタ • トダ ノ ル 

東京 ウル ォク トブ ノル 


カク 

力 ク 


指 

サ ス 

ir ス 


ノ ム 

ノ ム 


讀 

3 ム 

ョ ム 


三 字 口語 一 段 活用 動詞 (文章語 形で 一 一字 G もの)。 高 知に は 「上上 上丄 下下」 の 二種、 東京に は 「下 中中 • 下 上 中」 の 一 

種の 型が あり 夫- 對應 して ゐる。 例外 はごく 少ぃ。 

諸方 S の アクセントの 比較 研究 


方 * め 一 


ントの 比 一秋 W 究 

當 止 


落 受 0 立 

才チル ゥケル カケル クテル 

ォチル ゥケル カケル タ テル 


髙知 ァ テル ト メル ノ セル ヤケル 

東京 は テル ト メル ノ セル ヤケル 

三 宇 四 段 活用 動詞" 高 知で は、 大部分の 動詞が 上上 上 型 か 上下 下 型 かに 屬 する パァ. ^(遊)、 ァ (歩/ 力 ^ 

(匿)〕 は 下 上上 型で あるが、 この 三 語 は 近畿 方言に 於ても 〔ァソ (ァス 1)、 アルり、 カク 1R.〕 と 下下 上 型 甲に なつ 

てゐ る。 東京で は 〔け ソブ、 け.^ ク、 .f^ ス〕 である" 三 字 闪^ 活用 動詞 は 東京で は大體 「下 中中. 下 上 中」 の いづれ 

かへ  .f- _、  tj£  ま-f  +* ひ  まね 

かに 屬 する。 「歸 る、 返す、 通る • 通す、 申す、 iSlsl 入る、 參る」 は 上 中中 型で ある。 型の 對應 は、 上上 上 型と 下 中中 ffil 

上下 下 型と 下 上 中型で ある。  • 


當 


餘 怒 曇 額 

ァ マル ォ コル ク モル タノ ム 

ァ マル ォ コル ク モル クノム 


高 知 ァ タル ォ ドス カザル コ ロス 

東京 ァ クル ォ ドス カザル コ ロス 

四 字 口語 一 段 活用 動詞。 高知では上上上上刑ゃ上上下下型.下上上上型(と呼ぶことにしょぅ)に^^?する。 最後の 型に 

屬 する もの は、 龜山 方言で も 下下 下 上型屮 になって ゐ るが、 十 語 足らす に過ぎない。 この 少數の 動詞 は、 ^5-京，ほでは 

下 中 巾 中型 か 下 上上 中型 かにな つて ゐる。 萵 知の 上上 上上 型 • 上上 下下 型に 對應 する 東京の 型 は 夫々 下 中中 中型 • 下 上 

上 中型で ある。 


IB 


忘 


覺 

カズ エル オボ H ル ハ ナレル 

力 グエル オボ ェ.ル ハ . ^ル 


高 知 カサ ネル ヮ スレル キ nH ル 

東京 カサ ネル ヮ スレル キコ エル 

三 字の 形容詞。 高 知で は 上上 下 型 或は 上下 下 型に 屬 する。 柬京 では 下 中中 型 か 下 上 中型。 上上 下 型と 下 中中 型、 上 

下下 型と 下 上 中型が 夫々 對應 する。 


厚せ  赤 

高 知 アツイ ァ マイ ァ カイ 

鬼 京 アツイ ァ マイ ァ カイ 


暑  辛  白 

了 ツイ  力 ライ  シ 口 ィ 

アツイ  力 ライ  シ ロイ 


上述の 東京 及び 高 知の アクセントが、 あらゆる 點に 於て 古 形 を 保って ゐる とは^ へられない。 右 に擧 げた 用言 の 終 

止 形 (それ は 古への 速體 形。 一 段 活用 動詞の は 同じ 動詞の 他の 活用形の 類推に より 變 化した もの だが、 了 ク セントの 型 

は述體 形の それ を受繼 いだ ものと 思 ふ) の 中 殊に 平板 的の もの は 色々 の點で 疑問が 存し 、研究の 餘 地が ある。 叉、 東京 

語で は 平板 式の 名詞と 同じ 高さで 助詞 「も、 へ」が繽ぃて全體で平板的な文節を形成するけれども、束京ー^^^と"じ系統の 

ァク セン トを おする 大和 十津川 方言に 於け る 如く、 「も、 へ」 の 低く 縫く のが 古 形で あらう (系統 は 違 ふが 近畿 方言に 於 

て もさう である )o 

用-: 一一 c の 活用形に 於ても 型の 對應關 係が 見られる が、 束 京 語で は 平板 式の ものに 著しい 平板 化が 起った 爲に 古い ァク 

セ ントが 失 はれた 様に 思 ふ。 左に、 東京 • 十 津川. 高 知の 三つの 方 首 を 比較す るが、 東京と 十津 川と 相 達せる は、 後 背 

I  I  SB 方 一 Incs アクセントの 比 KW: 究 ，1  i  I    I  .  :|  P  ； 


.  一 — A^,^  , 

聞 忘 重 


, -"" — ~  A>__  -N 

結 殺 威 


. I  '、     —11111  . 


載止當 呼 飛 置 


キ 

\v    1 力 

1 ム 

1 ォ 

ス サ 

ス 

ェ 

レ ネ 

ン 

シ 

シ 

タ 

タ タ 

ダ 

タ 

タ 

ノ    1 '-    1 つ， 

1 ト 

1 才 

セメテ 

ン 

ン 

ィ 

タ タタ 

ダ 

ダ 

タ 

キ ワカ ムム コ 

ォ 

ノ 卜 

了 

卜 

コ 1 ス 1 サ 1 ス 1 ス 1  «1 

； 1 

セ 1  メ  1 

テ 1 

ォ 1 

ォ 1 

ム 

タ タ 

タ 

ダ 

ダ 

才 


諸方 a の アクセントの 比較 研究 

の 方が 古 形 を 保存して ゐる爲 であると 思 ふ (勿論 アクセントの 型に ついての み)。 


東京 


十津川 


タ 

ダ- 

グ 

タ 


髙知 

ォ イタ 

,1 ダ 

ョ ー ダ 

ァテタ 

ト メタ 

ノセタ 

一 ォ ド シ タ 

イタ (無敎 育 者) 

_ 一  n  口 シタ 

イク (無教育 者) 

一 ムス ンダ 

I ムス； ダ 


力 サネタ 

ヮ スレタ 

午コ エタ： 
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右 は、 東京 語で 所謂 平板 式の 動詞で あるが、 起伏 式の もの は、 東京と 十津 川と 型が 全く 一 致して ゐる _ 


覺 


東京 

力 イタ 

パンダ 

.ir ンダ 

ゥケタ 

カケタ 

タテタ 

ォ コック 

ィ ソ イダ 

タノ ンダ 

カゾ エタ 

オボ エタ 

ハ T- レ タ 


十津川 

力 1 タ 

ョ， 'ダ 

ゥケタ 

カケタ 

クテタ 

才 コック 

イソ イダ 

タノ  — ダ 

カゾ ェ タ 

オボ H タ 

ハナ レタ 


高 知 

力 イタ 

ノ 1? タ 

ョ オダ 

ゥケタ 

カケタ 

タテタ 

才 コツタ 

イソ イダ 

タノ- ダ 

カス エタ 

オボ エタ 

ハナ レタ 


高 知 方言の 〔力.^ タ、 ノ！^ ダ、 ョ オダ〕 は、 近畿 方 一一 目で 〔力 イタ、 ノン ダ、 ヨング〕 となって ゐる ものが 多い が、 之 は .s 或は 

(4  /  C 

% が 一 音節に 發 音され るた めに、 アクセント の 山が 次の 音節 へ すれた の である。 之 等の 東京 語で 所謂 起伏 式 動詞の 否 


SS 方言の 一 


-の 比較 研究 


^1£方ー=1:のァクセ ントs比較：&究 

定形  に  も 與味ぁ る 型 の 對應關 係 が 見られ る^ 徂し 「書かな い 」 等と 「書かん」 等と がその ま、 對應 する 形と は 云へ ない」 

東京  十津川  高 知 

書  力 力 ナイ  力 カン  力 カン 

受  ゥケ ナイ  ゥケン  ゥケン 

怒  ォコラ ナイ  ォコ ラン  ォコ ラン 

離  に 13- ナイ  ハ TIT ン  レン 

東京 語で 起伏 式なる 形容詞の 連用形に 於ても、 次の 如き 關 係が 見出される。 

東京  十津川  高 知 

白  、ン ロク  シ 口 1  シ 口  "ー 

辛  カラク  力 al  カロ，.' 

廣 •• ヒロ ク  ヒロ 1  ヒロ 1 

その他 色々 の點で 型の 對應が 見出され るが、 省略す る ことにする。 

以上 述べた 所より 歸納 すると、 東京 語に 於て 起伏 式なる 語 (平板 式の ものに は 問題が あるから 略す る) に關 して 見 

出される 型の 對應關 係 は、 三 字 以上の 文節に 於て は、 次の 様で ある。 (高 知 方言 を 「甲」、 iss* 十 津川方 1: 一 a を 「乙」 と 略 

稲しょう。) 

【i お ム则】 三 字の 文節に 於て、 甲の 〔ひ 〇〇〕 は 乙の 〔〇n〇〕 に對應 する。 


例 

(一） 證 


三 字 口語  一^ 活用 動詞の 終止形 

甲、 . ^チ ル 乙、 ォチル 

三 字 四 K 活用 動詞の 終止形 

甲、 カマル 乙、 ァ. F ル 

、一二 三 字の 形容詞の 終止形 

甲、 カラ ィ 乙， 力 ライ 

E  二字 四 段 活用 動詞の 否定 形 

甲、 力 カン こ. 力 カン 

五 三 字 口語 一 段 活用 動詞の 否定 形 

C 

甲、 .F ケ ン 乙、 ゥケ ン 

^  二字 段 活用 動詞の 過去形 (低し、 平板 式の 語) 

C 

甲、 才 イタ 乙、 ォ イタ 

^ 三 字 口語 一 ssm 動詞の 過去形 (伹 し、 平板 式の 語) 

C 

£■* ァ テ タ 乙、 ァ テタ 

八 三 字の 名詞へ？) 

C 

諸方 言の アクセント S 比 iss. 究 
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諸方 言の アクセントの 比較 w. 究 

甲、 ココ a  乙、 ココロ 

【第二 則】 三 字の 文節に 於て、 甲の 〔〇s〇〕 は 乙の 〔d〇〇〕 に對應 する。 

例證 

1 二字 四 段 活用 動詞の 過去形 

甲、 力 イタ 乙、 力 イタ 

二 三 字 口語 一段 活川 動詞の 過去形 

甲、 ゥ T タ 乙、 ^ケタ 

三 三 字 形容詞の 連用形 

甲、 シロ ー 乙、 シ 口 ク、 シ -ロ 1 

四 三 字の 名詞 (？) 

甲、 カム ト 乙、 力 ブト 

【第三 則】 三 字の 文節に 於て、 甲の 〔ou〇〕 は 乙の 〔〇59 に對應 する。 

例證 

三 字の 名詞 

甲、 カガ ミ 乙、 力が ミ 

【第 四 則】 四 字の 文節に 於て、 甲の 〔ひ 〇〇〇〕 は 乙の 〔〇a〇〇〕 に對應 する。 
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一 三 字 四 段 活用 動詞の 過去形 

甲、 イソ イダ 乙、 イソ イダ 

ra: 字 口語 一段 活用 動詞の 過去形 

C 

甲、 ペナ レタ 乙、 ハナ レタ 

【第五 則 1 E 字の 文節に 於て、 甲の §〇〇〕 は 乙の 〔O0U〇〕 に對應 する „ 

T  s: 字 口語 一段 活用 動詞の 終止形 

甲、 TT レル 乙、 ハ ナレル 

一 一 三 字 四.！ K 活用 動詞の 否定 形 

甲、 ITH- ラ ン 乙、 ォコ ラ ン 

^  E 字 口語 一段 活用 動詞の 否 定形 

甲. XT レ ン 乙、 ハナ レン 

i  一二 字 四 段 活用 動詞の 過去形 (但し、 平板 式の 語) 

C   

甲、 ¥^ イタ 乙， ォド イタ 

字 口語 一 段 活用 動詞の 過去形 (但し、 平板 式の 語) 

C 

IK 方言の アクセントの 比較 研 W 
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SS 方 一一 一 15 アクセントの 比 i?{ ^究 

甲、 カサ ネタ 乙、 力 サネタ 

尙、 名詞 は 助詞と 共に 文節 を 形作る から、 助詞の ついた 揚 合の アクセント について 考察すべき ものと すれば、 

甲  乙 

1 T7 シガ (足) ァシか 

二 アキ ガ (秋) アキが 

の 中、 一は 第一 § への、 二 は 第一 一則への 例證 とならう。 而 して 

(  ( 

甲、 力 ガミガ  乙、 力が ミか 

は 第五 刖 への 例證 となって、 第 n 一 が 消 減す る 事になる。 叉 第一 則の 例 證八は 第 四 則の 例證 となり、 第二 則の 例證 四 

は 除かるべき こと & なる。 尙、 右に 動詞の 過去形と 呼んだ もの 卽ち 「 …… た」 は 古く は 「 …… たり」 で 四 字で あるから、 

1— …… て」 の 形の 方が よいので あるが、 ノ ー トの 都合 上 之に よった。 叉 r …… て」 の 形に ついては 多少 問題 も ある J 

(ほ) 

さて、 右の M つの 法則 (第三 則 は 除く」 について 兒 るに、 甲 方言と 乙 方言との 相違 は、 アクセントの 山が 一音節 づっ 

くひち がって ゐる點 にある。 而 して 第一 • 第 四. 第五の 法則に 於て は、 乙 方 雷の 方が アクセントの 山が 一 昔 節づっ 前進 

(卽ち 次の 音節 へ 移動) した 如く 忍 はれる し、 第一 一則に 於て は 甲 方言の 方の ァ ク セントの 頂點 がー 音節 だけ 前進して ゐ 

る 様に 見える。 逆に 云へば、 第一 . 第 四. 第五の 法則に 於て は 甲 方言の アクセントの 山が  一 tis 節づっ 後退し、 第二 則に 

於て は 乙 方 曾 の 方の がー 音節 後 返した 様に も 見える。 

兩方雷 の アクセントの 中、 いづれ がより 古 形に 近い か は 容易に 判 斷出來 ない が、 私 はこ & に細說 する 暇の ない 色々 
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の 理由から、 £tf のま 古いとの 說に 傾いて ゐる。 もし さう だと すれば、 第了3. 五に 於て は アクセントの 山 カー 

音節. 、つつ 前進し. 第二に 於て は 一昔 I 退して 乙 喜 5 アクセントが 生じた と說 明すべき であらう か。 否、 或 場合に 

は 前進し 或 場合に は 後退した とは考 へに くいと 思 ふ。 私 はこの 第二 則 を、 やはり 頂點の 前進に よって 生じた ものと し 

て、 次の 如く 說明 したいの である。 

oaovooavaoavaoavcoo  、7) 

§ ち、 第一 霧に 生じた 副頂點 が秦點 となり 管 唯一 S 點 となった あ,。。 璧或 ISQI は； S 一見 國語 

に 於て は 存在し 得な s に f れる かも 知 4 ぬが、 璧 態が、 現在 §s 中に S される 故、 さほ 

ど 不自然な 考へ 方で もなから う。 第一 の狀 態より 第二の 妝 態への 變遷、 s^ろ頂點の前進は、 勿論 他の 

a〇〇>od〇 (第一 則) 

0〇〇〇>〇 ひ 〇〇( 第 S 則) 

nD〇〇>〇^〇( 第五 則) 

ハ 9  ) 

等の、 アクセントの 山の 大 移動と 同時に 起った ものと 考へ るので ある。 

おの 如く 考 へる 私の 根據 は、 未だ いづれ も 非常に 有力な もので はない から パゃ 後の 研究の 餘 地が 充分 あるので ある。 

方言 内に 於け る アクセントの 分布 狀態 は、 むしろ 乙 方言の アクセント を 古いと 考へ るに 有利の 様で は ある。 

" 國語內 に、 右に あげた 二種 類の アクセントの 外に、 まだ 種類が あるか。 簡單に 答へ る こと は 出来ない。 仙臺 方言の 

アクセント は、 私の 觀 察した 限りで は、 非常に 變っ たもので あるが、 それ は 祖語の アクセント を 失った もので、 第三 

Si 方言の ァク セン トの 比- 牧硏究 
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諸方 一 1 一 1! の アクセント の 比較 研究 

種と して 擧 ぐべき もので はない。 九州 方言の アクセント は 充分な 調査が 出 來てゐ ない。 琉球 方言の アクセント につ い 

て は雜誌 「方言」 に 於て 細說 する 普で ある  力ら こ、 では 省筆したい，" - 

0 1 「音韻 法則」 Laulgesetz なる 語 は、 西洋で も 日本で も、 本質的に 異なった 二つの 槪 念の いづれ， ^J, も 表 はす 爲に用 ねられろ 

ことがある。 卽 ち- 、ゝに 述べ-;^ ものの 外に、 「或 位置に もる 或 音韻 A は 音韻 B に變 じゃすい」 と 云 ふ 一般的な 傾向，^ も 「音 

韻 法 貝」 と 云ス： と 力 あるので ある 。(例へば、 -Gralullsnts  I&utgesetze-  E.  Henuann  ：  Lautgesetz  uiid  Analogie,  ^.s 併 

し 乍ら、 前者 は 「昔 韻 對應の 通則」 とで も； K ふべき もの (A.  Meillet 氏 の <r&g】es  de  CSTespoudances  phondtiques>) で、 後者 は 

「音韻 變遷 或は 變 化の 傾向」 と 云 ふ 程の ものである。 前者 は 歴史的 事實 中に 見出される 所の もので、 單に歸 S に i つての ケ 

知リ る。 後者 は 歴史的 事實ょ リ歸納 的に も 知り 得、 音聲學 等の 知識に より 演繹 的に も考へ 得る 所の ものである 。故に 兩者 

同 一 の 名 稱で呼 ぷのは i くない。 私 は 前者の み， ^「音韻 法則」 と呼ぷ ことにして ゐる。 その 習慣の 方が 有力な 樣；； ，： から。 

2 私は鄕 里の 方言と 東京 語との ァクセ ントの 比較に 出發 して、 方々 の 本州 方言に 於て-、 の 種の 法則に 氣附 きながら、 琉球 

語の アクセント ^5* 調査す るに 及んで 始めて、 その 言語 史的 意義， ^明瞭に さと つれ。 有 坂秀世 は、 本州 方言に ついて 御自 

身で 發見 され 4^ この 穂の 法則，^、 -、 の 意味で 重要視すべき ことに 夙に 氣附 いて 居られれ ので もつ；^。 

3 例へ に 「パン」 「インキ」 等。 

4 「方言」 ニノ 八、 九 頁。 

5 貸借と 云 ふよりも， 近畿 i りの 輸出で もつ；： かも 知れない。 柳 田國男 氏の 方言 周圈論 (「 螨 牛考」 言語 誌 叢^、 刀 江 書院、 

昭和 五 年 七月) 比較。 

6 「方言」 一 ノー、  二 五 頁 以下 比較。 
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7 「方言」 一 ノ四、 一 二 頁 以下 參照。 なほ 「土の 香」 八/三 (昭和 八 年 一 H0 の 拙稿 『「土の 香」 第 四十 ニ號の 「ァ クセ ント 研究」 

,^讀 みて』 一 三 二 I 三 頁 比較。 

8 氏の 御 好 窓： ii リ、 松 江 方言の アクセントに 關 する 委しい 御 研究，^ 拜見 する^ 得 仁。 

9 「蝸牛 考」 11 一 頁。 

W なほ、 「方言」  一 ノ 11 一、 1 九 H 以下 參照。 調査した 語數 に つ いて は、 同じく 1 四— 八頁參 照。 

n 東京 方言 r* リも 中原 方言の 方が 高 知 方言との 型の 對脾關 係が 明瞭に わかる の は、 東京に は 他 地方よりの 移住者が 多 いは 

に ァクセ ン トが亂 れ.； ^ので はない かと 思 ふ。 以下に 述べる 所 Li  r* つて 明かになる 如く、 動詞 や 形容詞に つ いて は 明瞭な 對 

應關 係が 見出され るに 對し、 名詞の 狀 態が-、 の樣 であるの は 興味が ある。 

^ 本章 四 三— 四頁參 照。 

W  -、 ゝ までに あげ.；^ 語 例に ついては、 東京 語と 殆んど 同じ アクセント である。 

U 文章語の 〔力 7 タリ、 ノ.^ タリ、 ョミ タリ〕 と 云 ふ アクセント 比較。 

古代語に 於て は、 和語の 一字 は 1 音節で あつれ。 東京 語の 〔kairu,  to:  ru〕 も 古く は 〔kaFeFU,  toForlo に 近い もの K あ 

つ.；^ らうと 考 へ られ る。 -、 ゝでは 「字」 のか はリ に「 音節」 と 云 はう。 

^ 言語 學に云 ふ ~progriive  aBBimilation* の -progressive- と 同じ 用法で ある。 

n 甲の 〔力 列 (書)、 ヨ^ (讀 )〕 等に 對 する 乙の 〔^ ク、. ム〕 は、 恐らく 獨 C の變 遷-」 よる もので はなく、 〔力 イタ、 ヨン ダ〕 

(形 はこの まゝ でなかったら-つが) と 云 ふ ァクセ ントが 成立して から、 それ (外の 用 形 も.？ るが) に 類推して 第 1 音節に 頂 

點の 來る樣 になつ；： もので はない かと 思 ふ。 

S 第一 一一 章 二 五 I 七頁參 照。 鹿 兒島縣 薩摩郡 宮之城 町の 方言に も 同樣な 現象が もる。 

SS 方言の ァクセ ントの 比較 研究 
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li 語の ァクセ ント 研究の 收獲 

S 隨分 古い 事で はもら う. かその 時代, 4- 適確に 知る ことに 勿論 ほとんど 不可能で ある。 -、 ゝに 述べれ 私の 假說が 正しい とす 

れば、 國 語の 歴史 時代 vJ/ 去る ずっと 以前の： とで はない かと S ふ。 

第五 章 國 語の アクセント 研究の 收獲 

國語 諸方 言の アクセントに 關 する 研究の、 國語學 への 貢獻 は、 今日までの 所で も：^ して 尠し とせぬ.。 以下に 私の 氣 

附 いた 點 について 秩序な く 述べよう。 

第一 に 方 首 境界線の 問題が ある。 歐洲の 學界で 近時 著しい 發達を 見た 言語地理 學は、 その 結論の 一 つと して、 平坦 地 

に 於け る 明瞭な 方 (一： n 境界線の 存在 を 否定して ゐる。 併し それ は • 實 例が 見出されなかった までの ことで、 理論 上 は そ 

の 存在が 必す しも 不可能で はない と 思 はれる。 我國に 於ても、 語彙 や 語法 を 主として 研究して ゐた 間 は、 明瞭な 境界 

線の 存在が 主張され なかった 樣 だが、 ァクセ ントの 地理 的 調査に よって、 近畿 方言の 東と 西に 隨分 明瞭な 境界 5^ が發 

(1) 

見され たので ある。 今後 も、 まだ 他の 地方に 發 見され 得る 可能性が ある。 

次に、 方？ 一 n の 系統の 問題。 東條 操敎授 によって r 瀨戶內 海 方言」 なる ものが 唱 へられて ゐ たが、 アクセントの 上から 

見て * 四國 方言と 中國 方言と は 截然と 區^ すべき ものなる ことが 明かと なった。 又、 四國 方言 は 近畿 方言と 同じ 系統 

のァ ク ントを 有する が、 中國 方言が 名古屋 以東の 東海道 地方の 方言と 同 系統の ァ ク セン トを 有する は 注意す べきで、 

從來の 如く、 近畿 以西の 本州 方言 を まとめて 「本州 西部 方苜」 と 呼ぶ こと は、 穏當 ではない と 思 はれる。 大和 十 津川地 
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(2) 

方の アクセント が柬 京； phi の それと 全く 系統 を 同じう し、 近畿 方 首の 中の 方言の 島 をな して ゐる らしい こと は 注意す ハ 

き事實 である。 叫 國の幡 多 郡の アクセント が 東京 語 の に 類似し てゐ ると 云 はれる の も 見逃す ベ きで はない。 私. は 先に、 

アクセント を极據 にして、 次 の 如き 方言の 親族 關 係に 關 する 臆 說を發 表し て お い た。 

f 近 11 方 曾  ， . 

一 I 方言 II 國喜 

-.^|  f 東方 方言  ， 

【 乙種 方言 l^sk 言 

(今日 r  識 によると、 右の 「山陽 道 方言」 は 「中國 方言」 と改 むべき である。) この 臆說 は、 甲種 方言と 乙種 方言との ァ. 

ク セントの 相逮が 生じた の は、 卽ち 頂點の 移動の 起った の は 非常に 古い 事で， それが 之 等 諸方 言に 於け る 方言 的 差異 

として 最初の 顯 著な ものであった 事 を 意味す るが、 その 中の 一 つの 場合と して、 アクセント 頂點の 移動の 起った 當時 

に 於て は、 兩方首 (甲種、 乙種) は 何 かの 原因に よって 隔離され 乍ら も、 ,f はー鑌 きの 地域に 行 はれて 比較的 統一 あ 

る狀， を 保って ゐた を も 意味し 得る。 而し てこの 場合に、 第^章に 述べた 如く、 假 りに 乙種 方言の アクセントの 方 

(5) 

が 改新 を 蒙った ものと すれ ぼ、 民族 移動なる 事實を 想像し なければ ならない 事と なる。 併し、 か \ る點 にまで 深スり 

して 穴膽な ^を强 く 主張す るに は、 ァクセント分布に關する地现的調^^さ へまだ不完全に過ぎるのでぁるっ 近畿 地 

方より 東北へ かけての 日本海 沿岸 地方、 四 國蟠多 郡 地方の 方 一一 m の狀 態が 不明な の は 遺憾に 堪 へない。 九州 地方 (殊に 

その 東南 部) の アクセントの 系統が 不ぎ i よの は、 一 翳 その 感を 深から しめる。 束 北 地方に は、 仙臺方 首の 如き 變 つた 

もの も あるが、 靑森. 盛 岡の 或 方 一ず ^ アクセント は、 明瞭に はわから ない けれども、 乙種 方言の 系統の ものら しい。 

li. 語い ァ々 セ ント 研究の 牧^ 
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tK 語の アクセント 研究の 收 IS 

次に、 琉球 語の 系統 問題。 琉球 地方に 行 はれて ゐる 言語が 本州 地方 等に 行 はれて ゐる言 語と 同系で ある こと は、 音 

韻. 語彙. 語法の 點 より 見て 全く 疑へ ぬ事實 であるが、 アクセントの 研究 は、 更に 一 つの 根據を 同系 論に 加へ た" 例へ 

(8  ) 

ば、 首 里 語と 東京 語と を 比較す ると 次の 樣 である。 (〔ティ、 ディ、 フィ〕 は 夫々 〔ti,di,Fi〕 である。) 


首 里 語  ^京 語 

、アキ ティ  開  ァケテ 

タミ ティ  溜  タメ テ 

T1 ティ  煮  .；J "ェ テ 

V リ ティ  惚  ホレテ 

、力 キティ  M  カケテ 

ク ミ ティ  墙  タメ テ 

ミ ー ティ  見  ミエ テ 

k ハリ ティ  晴  ハレ テ 

-ァヮ ティ ティ  周章  ァヮ テテ 

カザ 一一 ティ  重  力 サネテ 

ゥカビ ティ  浮  ゥカ ベ テ 

クカ タミ ティ  0  カタ メテ 
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-フ イダ ティ ティ 隔  卜ダ テテ 

タ ズ 一一 テ ィ  零  タス ネ テ 

シ ラ ビ ティ  調  シ ラ ベ テ  . 

- サダミ ティ  定  サダメ テ 

おに あげた 語に 於け る兩霄 語の 型の 對應は 決して 偶然 事と する ことが 出来ない。 叉 一 方から 他方へ の 輸入に よって 生 

じた 事實 でも あり 得ない (平板 • 起伏の 關 係が 逆にな つて 居る)。 それ は、 兩 言語の 共同 祖語 を 想定す る ことによって 

のみ 說 明され るので ある。 而 して 右の 事實 は、 之 等の 單 語が 各 言語に 於て 祖語より 直接 受繼 がれた ものなる こと を も 

證 して ゐる。 私 はこの 種の 型の 對應關 係が、 更に 廣範 圍の單 語に ついて、 本州 方言と、 沖繩 方言の 或 もの (首 里方 言 • 

那覇方 首. 國頭郡 今歸仁 與那峯 方言 • 鹿 兒島縣 大島郡 喜界ケ 島阿傳 方言) との 間に 存 する こ と を 見出し た。 

最後に 語原の 問題。 國語 固有の ものと 考 へられる 單 語の 中には、 現今で は 意味 も 形 も 互に かなり 相違して 了って ゐ 

るが、 古い 時代に 同一 の 語根から 派生した と考 へられる ものが ある。 それ 等 は 規則正しい 母音 交替に よって 證 明され 

るが、 更に アクセントの 關係 によっても その 點を 明かに なし 得る。 例へば 次の 諸單 語の 東京 丄咼知 ( 一 宮). 與那峯 (琉 

球) の 諸方 言に 於け る アクセント を 比較す ると、 (「荒い」 について は兩 方言と も 調！^ しな かた" 與那峯 方言で は、 〔ン〕 

は 「t^、 平 假名で あら はした 音節 は その子 音が 「無氣 音， r 左側の 〔。〕 は その 音節の 母音が 無聲。 )、 . 

束 京 高 知 與那峯 I  . 

(赤 (A  )  了 カイ ァカ， ィ ハか 1- シ-ン 

一  I    。 _ I 

(明 (a) ァケル 了 ケルハ き ー ルン 

H  0 

lEMSS アクセント 研究 山收 


B  I フ ！フ j ナ i ナ 

； ケ i 力！ ゲ！ ナ '、.. 
13 ルイ ルイ 
と 
記 

し フ I フ！ ナ I ナ 

たケカ ゲ ガ 
(^ルイ ルイ 


I タ I ク ！ク i' ク I ァ 
ケ I 力! レラ レ 
ノレ ィ ノレ ィ ノレ 


タ I ク！ ク I ク I  了 

ケカ レ I ラ I レ I 
ル 'ィ ル j ィ ル i 


E.lTs の ァク七 

一 荒 (A) 

一 荒 (a) 

... 一 暗 (A  ) 

一？) 

Ji) 

1 長 (b) 

一長 (B) 

ぎ) 

(深 (5 

【f ) 

右に 示した 如く、  A.a 


ト 究の收 

ァ ラ 


0 


ァリ， - ルン 


1 シ ン 


くィ 1- ルン 

ク ITT ェ ン 

ナガ ー.^ ン  . 

ナギ. ？ン 

プか ー シ-ン 

が 地理 的に 遠く 相 離れた 各方 言に 於て 夫々 同一 の 型に 屬し *  A とお、 a と 


b が 夫々 違った 型に 屬し、 しかも、 A と："、 B と b が 夫々 型が 類似して ゐ たり 或は 一 致して ゐ， る事は 、偶然と 云 ふこと 

(9) 

が 全く 出来ない。 之 は、 右に  . で 結んだ 一 對づ つの 語が、 同 一 の 語根 を 含める 事 を 確 實に證 明す る ものである = 

かくの 如く. 今後の 語原 研究に は、 アクセント や 母 昔 交替の 法則な どが 考慮 さるべき であって、 單に思 ひっきの 程度 

にと ごまる 語原 說は、 國語擧 の 信頼 を 受ける こと が 出 来な い 。 

この種の 研究 は、 國 一語の 系統に 關 する 研究と も. 密接な 關 係が ある。 嚴密な 語原 研究に よって、 始めて 111： 一 語根 を 含 
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める こと. の 明かになる 様な 語 は、 古くから 國 語に 存 した もので、 その 中には 恐らく 國語 g 有の 單 語が 多いで あらう， 

故に、 國 語が 他の 如何なる 言語と 同系なる か を かに せんとす るに は、 この種の 單語を 出發點 として 比較 研究 を 始め 

るが 有利で あると 思 ふ。 國 語の この種の 單語 との 間に 明瞭な 音韻 法則の 認められる 單語を 多く 有する 言語が 見出され 

たなら ば、 それが 國 語と 同系で あるとの 判斷を 下して も 恐らく 誤らない であらう。 かくして 見出された 昔 韻 法 R を 手 

掛り として あらゆる 部分に 關 する 比較 研究 を 進めるならば 有利で あらう と 思 はれる。 國 語と 朝鮮語 • アルタイ 語との 

比 絞 研究に は、 インド ゲル マン 語の 場合の 如く、 代名詞. 數詞が 重要な 地位 を 占めない 様で あり、 インド ゲル マン 語 式 

の .declension,  conjllgatiop- の 存在し ない 事が、 之 等の 言語の 比較 研究 を 非常に 困難なら しめる、 J そこで、 殘 され 

た MM もお 利な 方法 は 上述の 如き もので はない かと 思 ふので ある。 斷片 的な 單語の 比較 對照 は、 その 間に 嚴密な 音韻 法 

則の 兑 出される のでない 限り (單に 漠然とした 音韻 相當の 傾向で は 駄目で ある)、 多く 集めても 證 明に はならない。 國 

語と朝鮮；^_1との場合の如きは* 當然單 語の 貸借 關 係が 想像され る。 又、 語順の 一 致 や、 助詞 • 助動詞の 類の 並行 的な 

發達 や、 造語 法 上の 類似 點を 指摘しても、 根本的な 單 語の 一 致 や 助詞 • 助動詞 或は 接尾 辭 (接頭 辭) そのものの 一 致 を • 

音韻 法則-」 よって 證明 しなけ れズ、 兩 言語の 同系なる こと は證 明され ない ので ある。 云 はぐ 建築 様式の 一致 を 指摘し 

て も、 材料 そのものの 一致 を 明かに しなければ、 證 明に はならない ので ある。 

註 1 參照、 「音 聲の 研究 1」 の 拙稿。 「方言」 ニノ 三 「中 國. 近幾兩 地方 アクセントの 境界線， (大原 孝道 氏 調査)。 「土の 香」 創 

第五 周ハ牛 記念 號 (昭和 八 年 五月) の 拙稿。 

2 參 g 一、 「方言」 ニノ 八、 吉町 義雄& 「所謂 十津川 アクセントの 一例」。 「方ず」 三ノ 六、 七 七 .ma 

の アクセント W 究の收 


Ias_s アクセント^ 究の收 s 

3 」方ーヌニ  ノニ、 中 平 悅麿氏 r 幡多 方言の 地位」 參照。 

4 「方言」  一 ノ四、 二 五 K 參 gi。 

5 この 點に關 する 私の 考へ は、 發 表したくない ので もる が、 誰もさぅ云ふ-、とv^考 へずに 今後 幾年 もた つ 事に 殘 念で わろ 

から、 -、、 に 記して 置かう。 實は 何年 も 前から 持て 餘 して 居る 妄想な ので もる。 -、 の 場合に 最も 玎 能 性の 多く 思 にれ るに、 

四阈 方面より 近畿 地方への 甲種 方言,^ 話す 民族の 移動で もろ。 その 時、 本州に は旣に 乙種 方言が 成立して ねて、 甲種 方言 

の 割： r; 一み によ リ屮國 と東國 に切斷 され、 その 破片，^ 十津 川の 山岳 地方に 殘 し，；.： と 云 ふので もる。 「同じ 言語で ァクセ ン トが 

m つてね る に 過お、 な いの だから」 とて-、 の考へ ， ^頭から 否定す る 人 ij わらう が、 長年の 接觸 に よ つて 他の 點は 平均した け 

れ ども ァクセ ントの 差異の みが 殘っ匸 とも 考 へられる。 十津川 ァクセ ン 卜の 分布に ついて お話しし.；^ 所、 金 W 一京 助 先生 

は 上代 史に 見える r 國. 機」 族と 關係 づけて 考 へられようと 云 はれ；： が、 實際 日本書紀 應祌 天皇 十九 年の 記錄 は、 支那の 歷史 

記述 法に なら つれ もので、 異人 種に 非す して 風俗 言 語の 相當 異なる 同 民族 (甲種 方 言 4- 話す 近畿 人より 見れば 乙賴 方言 な 

話す もの)， „5 '異人 種の 如く 書いた ものと 解釋 する こと も 出来る。 (本年 五月 十五 B の 東京 方言 學會の 第 四； g 例お： で： のこと 

プ  1- お話しして 置 いれ。) この 民族 移動の 臆 說と關 係 づけて 考 へられる 歴史的 事赏は 外に ももる。 

近畿.^ 屮心 にして アクセントの 大變遷 が 起リ、 そ の 周圍 (東方 . 十 Jii 川 • 中國) に 古い アクセントが 残つ-; ,1 とも 考 へられる 

のであって、 右の 考 へが 唯 一の もので は 勿論ない。 私 もこの 說，^ 强く 主張す るので になく、  ； ^t.- 參考チ でに 記し^ 次第で 

わる。 

C 「方 一 百」 ニノ 五の 拙稿 二十 六 H にもげ；： 三 ケ條の 中、 二と 一一 一は 极據 になら な い 事が、 その後の 研究に よって 明かと なつ 4,-。 

7 「土の 香」 八ノ 一 (昭和 七 年 十 一 月) り 「 ァクセ ント 研究」 の屮 なる 北山 長 雄 氏の 報 il„ ！。 「方言 ヒー ノニ、 六一七 頁ノ 


一 70 


8 比嘉 潮 氏に ふる。 

9 「長い」 と， 投げる」 の 如 之-は、 -、 の极據 がな かつおな らば 一笑に 附 せられる かも 知れない。 

II.  pederps  fj.  ,\v.  Spargoff )  ：  IJinguistic  Science  in  the  Nineteenth  Cen1:ur;y(cambl.idge, 19. ヒ) ！>- 2,i.〕一  6.  Jt 爲,, 

ァクセ ント 調査の.； - めの 語彙 

一 一字の 名 n 

ダ， € ぎ、 ぞ &、  i、  ？ K キ お、 ^,  &、 キ 踟、 か、 -^、 帆、 穗、 實、 H、 湯、 輪、 緒。 

二  二字の 名 il 

ギ g、  s、  s、 お K、  い ％  l が ¥、  、s、  ，  i、  ¥  m.  I や s、  i§)、  s、 肩、 金、 g 傷)、 霧、 

V  ^r、  i、  M、  i、  ，  m、  i、  ^  ^4  ^  翅)、 i、 バ、 1s、 ギ ¥ ギ ギ u、 

g、 お、 V  s 

一二 三 字の 名詞 

c 

かがみ か たち か 仁な きの ふ くるよ こころ ちから ところ は-; -か >  は ii け 1 むかし 

鏡、 形、 刀、 昨 n3、 車、 心、 力、 所、 裸、 畠、 昔。  . 

g  二字の 動詞 

C 

おく (置)、 かく (書、 摄)、 かふ (質)、 こぐ (漕)、 さす (刺、 注)、 たつ (立)、 つぐ (繼、 接、 注)、 つむへ 镜)、 とぶ (飛、 

跳)、 なる (鳴)、 なる (成)、 のむ (飮 )、 はふ (這)、 ふる (振) • ふる (降)、 ほす (乾)、 まく (卷 )、 まく (_^* 撒)、 まつ 

ァクセ ント のた め-い 語へ- K 


アクセント 調赍 めた めの 語 s{ 

(待)、 よむ (讀、 算)。  . 

しぬ (死)、 ある (有)、 をる (居)、 ゐる (居)、 きる (着)、 みる (兑 )、 ける (蹴)， くる (來 )、 する (爲 )。 〔動物の 存在 

を あら はす 動詞と して 「をる、 ゐる」 の いづれ を S ゐ ろか" 促し、 「ある」 を W ゐる 方ず も ある〕 

a 三 字 口語 一段 活用 動詞 

あける (開、 明)、 あてる (當 )、 きる (起)、 おちる (落)、 かける (掛 )、 かへ る (變、 換)、 たてる (立)、 ためる (溜)、 

つめる (詰)、 にえる (煮)、 のせる (載)、 はねる (撥、 跳)、 はれる (晴 )、 ほれる (惚 )、 みせる (見 )o 

六 三 字 段 活用 動詞 

C 

あそぶ (遊)、 あたる (當 )、 あまる (餘 )、 あるく (歩 y うた ふ (歌)、 うらむ (怨 )、 おも ふ (思) • かくす (匿)、 かざる 

(飾). くもる (曇)、 ころす (殺)、 とほる (通)、 ひら、.. (開)、 なら ふ (習 )o 

L  ra 字 口語 一段 活用 動詞  . 

あつめる (集)、 うまれる (生)、 かさねる (m:)、 しらべる (調)、 たづね る (^510. ながれる (流)、 ならべる (並)、 はじ 

める (始 )、 はなれる (離)、 わすれる (忘)。 

八 三 字 形容詞 

あかい (赤)、 あまい (甘)、 あつい (暑、 熟)， からい (辛)、 くらい (暗)、 しろぃ(^1)、 ふかい (深)。 

注意 ( 一 ) 意味が標準語とかなリ違ってねても右にゎげれ舉ーで1と形.が：？_じ ；，^或は近似しズゐるもの，か調査する-、と。 1^ じ 意味 

で 形 の 全 く 別 な 單 11^  g の み ，せ 記 載 し て は い け な い 。 


(二) 外に.， * く 用 ねられる 同義語が あっても、 右 にん， けれ 語が 少しで も 用 ねられる 限リは その ァクセ ン卜か 調へ る： と。 

( 1 字の 名詞 LL は、 それ 等 rs リ もふく 用ね る 長い 形の 同義語が 多から う。) ffl し、 その場合には 註 忘れて はならない • 

新しく 標準語 又は 他方 言 fs リは ひつれ 事の 明かな 單語は その 旨 註記す る-、 と。 


(四) 名詞 は、 色々 の 助詞が つ いれ 場合の ァクセ ント > ^觀 察する- 

ら ない (但し、 琉球 方言 はや、 事情が 異なる)。 

が はの.. にへ も 

その 方言で 用 ねない 助詞 は 註記す る こと。 

(五) 動詞 • 形容詞 は、 色々 の 活用形 (廣 義。 助詞， 助動詞の つい 4. 

次の 活用形の 調査. < ^^略して はならない (名稱 は 便宜 的な もの 


少， 


"次の 助詞に つ ぃての觀察^^5=略してはな 


. 文節，^ も 含む) の アクセント，^ 調べる-、 と。 少 くと- 

に過ぎない： T 


動詞. 


否定 形 

完了 形 

禁止 形 

連體形 

命令形 


受 


けない 


等 


"かん  きけん 

書 いれ、 書いて 受けれ、 受けて 

書くな  受けるな 等 

書く (人)  受ける (人) 等 

、けろ 


等 


書け 


受； 


等 


び r4 

赤：；：  白：；： 等 

赤い (花) 白い (花) 等 

普通の 口語文 典で は 動詞の 終止形に 禁止の 助詞 「な」 がっくと 說 明して ねる が、 「禁止 形」 の 中に 舍 まれて ねる 終止形 It 


形容詞. 


「連用形 


同じ 形の 部分が、 單獨の 終止形と アクセントの 異なる 場合が もる。 例へば 高 知 方言？^ は， 〔ァ タル〕 (當 )〔 ァタ ルナ」。 

アクセント 翻査 のた めの 語 g 


73  ― 


ァクヒ ント 調査の ための IJE* 

右に もげれ 活用形 は、 全然 用ん られ ないならば 兎も角も、 少しで も 用 ゐられ る 限りに 記載す る-、 と。 意味が 近くて 

頻繁に 用， Q られ るが 而も 右に もげれ，， - のと は 仝く 別の 活用形に 由來す る 形の み 4- その かに リに 書く のに ふくな い。 例 

へば 否定 形と して 〔力 力 セン、 力 力 ヘン、 カケへ ン〕 (近畿。 「書きに せぬ」 r* リ來； ^) のみ 4- 記したり、 命令形と して 

「書きなさい、 お書き」 等の み，^ あげる 如き でんる。 但し、 それ i リ 外に 用ね ない 場合に 勿論 致し方がない。 

右に あげた 種類の 單 語に 於ての み 型の 對應が 認められ るので はない。 更に 字數の 多い 語に 於ても、 副詞 や 接 續詞の 

類に も、 1 部分の 方言に 於て は 型の 對應關 係が 見出される。 篤志家 は  一 &! 深い 研究へ 進まれたい。 
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